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多

田

伊

織

都

の
榮
華
を
よ
そ
に
ひ
と
り
著
作
を
續
け
た
揚
雄

に
、
自
ら
を
重
ね
な

(
1

)

が

ら

左

思

は

う

た
う

。

寂
寂
た
り
楊
子
の
宅

門
に
卿
相
の
輿
無
し

寥
寥
た
り
室
宇
の
中

講
ず
る
所
は
玄
虚
に
在
り

な
ら

言
論
は
宣
尼
に
凖
い

辭
賦
は
相
如
を
擬
す

悠
悠
た
り
百
世
の
後

ま
し
い
ま
ま

英
名
を
八
區
に
擅

に
せ
り

人
聲

ひ
と

つ
せ
ぬ
楊
先
生

の
お
宅

門

口
に
は
雲
上
人
の
く
る
ま
も
見
え

ぬ奧
深
い
の
は
が
ら
ん
と
し
た
家

の
中

講
じ
て
お
い
で
な
の
は
太
玄

・
虚
無

の
道
だ

言
論

は
孔
子
さ
ま
に
な
ら
い

辭
賦
は
司
馬
相
如
を
手
本
と
さ
れ
る

遠
く
百
世

の
後
ま
で
も

先
生

の
英
名
は
世
界
中
に
と
ど
ろ
く

權
勢
に
く
み
せ
ず
、
世
間

に
忘
れ
ら
れ
、
京
師

の
殷
賑
の
内
に
あ

っ
て
、

揚
雄
の
周
圍
だ
け
は
ぽ

っ
か
り
と
寂
莫
だ
。
後
世

の
典
型
的
な
揚
雄
像
φ

あ
る
。

し
か
し
、
『漢
書
』
揚
雄
傳
を
は
じ
め
と
す
る
作
品

・
資
料

を
元
に
、

同
時
代

の
目
か
ら
揚
雄
を
語
ろ
う
と
す
る
と
、
そ
の
人
物
像
も
作
品
も
、

左
思
が
う
た
っ
た
よ
う
な

一
つ
の
姿
に
は
收
束
し
な
い
も
ど
か
し
さ
を
覺

え
る
。
辭
賦
作
家
と
し
て
世
に
出
な
が
ら
、
後
牛
生
は

「童
子
雕
蟲
篆
刻

之
技
」
と
決
め
つ
け
、
作
賦
を
退
け
た
男
。
知
識
を
持

っ
て
い
た
の
に
、

災
異
や
符
命
を
立
身

の
具
と
す
る
世
の
趨
勢

に
背
を
向
け
た
男
。
壯
年
に

は
屈
原

の
入
水
を
批
判
し
、
老

い
て
は
身
を
天
祿
閣
か
ら
投
じ
た
男
。
文

辭
に
、
思
想
に
、
小
學
に
優
れ
た
業
績
を
重
ね

つ
つ
も
、
殆
ど
同
時
代
人

に
は
理
解
さ
れ
な
か

っ
た
男
。
揚
雄
と
彼

の
作
品
、
世

の
評
價
と
は
、
常

に
ち
ぐ
は
ぐ
だ
。

こ
う
し
た
揚
雄

の
混
亂
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
何
處

か
ら
く
る
の
か
。
『漢

(
2
)

書
』
揚
雄
傳
を
中
心

に
考
え
て
い
き
た
い
。

揚
雄
傳

の
體
裁
は
、
『漢
書
』

の
中

で
も
特
殊
だ
。
本
傳

の
中
心

は
作

品
と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
序
だ
。
揚
雄
の
人
と
な
り
を
い
き

い
き
と
傳
え
る
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逸
話
は
、
か
え

っ
て
傳
贊
で
觸

れ
ら
れ
る
。
從

っ
て
、
揚
雄
傳
の
傳
贊
は

(
3
)

『漢
書
』

の
中
で
は
異
例

の
長

さ
だ
。
他

の
個
人

の
傳

で
は
、
本
傳

で
事

跡
を
語
り
、
傳
贊
は
短
い
贊
語
が
添
え
ら
れ
る
の
が
體
例
だ
。

ま
た
、
『漢
書
』
揚
雄
傳

に
收
め
ら
れ
た
作
品

の
う
ち
、
成
帚
に
獻
じ

ら
れ
た
四
賦

(甘
泉
賦

・
河
東
賦

・
長
楊
賦

・
羽
獵
賦
)

の
配
列
は
、
時

代
的
な
齟
齬
を
來
す
。

そ
れ
は
何
故
か
。

班
固
は
、
揚
雄
本
傳
を
承
け
、

贊

に
曰
く
、
雄

の
自
序
爾

か
云
う
、

と

い
う
。
同
じ
措
辭
は
、

『漢

書
』
司
馬
遷
傳

に
見
え
る
。
ち
な
み
に
司

馬
遷
本
傳
は
、
『史
記
』
太
史

公
自
序
を
ほ
ぼ
全
文
襲

っ
て
お
り
、
そ
の

後
に
班
固
は

遷

の
自
敍
爾
か
云
う
、
而

し
て
十
篇
缺
く
、
録
有
り
書
無
し
、

と
記
す
。

一
方
、
顔
師
古

は
、
先

の
揚
雄
傳
贊

に

法
言
目

の
前
自
り
皆
な
是
れ
雄

の
本
と
自
序

の
文
也

と
注
す
る
。

こ
の
傳
贊

の
語

に
基
づ
き
、
「揚
雄
本
傳
」
は
、
「太
史
公
自
序
」
同
樣
、

揚
雄
自
ら
著
わ
し
た
、
「自
敍
」

と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

顏
師
古
注
よ
り
も
古
い

『文
選
』
に
は
、
本
傳
に
收
め
る
も
の
の
う
ち
、

「甘
泉
賦
」
「
羽
獵
賦
」
「長
楊
賦
」
「解
嘲
」
を
、
序
と
共
に
收
め
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
序
を
檢
討
す
る
と
、

小
さ
な
相
違
を
除
い
て
、
揚
雄
傳

の
序
と

(
4

)

一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
揚
雄

の
テ
ク
ス
ト
が
改
變
を
被
ら
ず
、
保
存
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
。

そ
し

て
、
揚
雄
傳

は
、
『漢
書
』

の
中

で
も
成
立
が
早

い
。
傳
贊

は

「雄

の
沒
し
て
よ
り
今
に
至

る
ま
で
四
十
餘
年
」
と
い
う
が
、
揚
雄
は
天

(
5

)

鳳
五
年
に
七

一
歳

で
卒
し
て
い
る
か
ら
、
後
漢
明
帚

の
永
平
年
聞
、
す
な

(6
)

わ
ち
、
班
固
が
明
帚
に

『漢
書
』
編
纂
を
許
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
既

に
、
父
班
彪
は
建
武
三
十
年

に
沒
し
て
い
る
。
從

っ
て
、
傳
贊
は
班
固

の

手

に
な
る
。

こ
の
後
、
二
十
餘
年
に
わ
た
り
、
『漢
書
』
の
執
筆
は
續
け

ら
れ
、

一
應

の
完
成
を
見
た
の
は
、
章
帚

の
建
初
年
聞
だ

っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
揚
雄
の
本
傳

は

「揚
雄
自
序
」
、
す
な
わ
ち

現
在

の
本
傳
に
近

い
形
で
單
行
し
て
い
た
、
揚
雄
自
身

の
編
纂
に
な
る
別

集
で
あ
り
、
班
固
が
そ
れ
を
引
用
し
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
『漢
書
』

と
は
別

に
、
少
な
く
と
も

『文
選
』
編
纂

の
時
期
ま
で
、
當
初
の
形
を
保

(
7
)

っ
て
單
行
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

で
は
、
「自
序
」
と
は
何
か
。
そ

の
最
古

の
も

の
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
、
『史
記
』
成
立

の
事
情
と
執
筆

の
經
緯
、
各

々
の
篇
を
贊
し
、
司
馬

氏

の
歴
史
と
併

せ
て
司
馬
遷
が
書
き
起

こ
し
た

「太
史
公
自
序
」
だ
。

『史
記
』
最
後

の
卷

に
當
て
ら
れ
て
い
る
。
當
時
、
「序
」
は
卷
末

に
付
さ

れ
た
。
揚
雄

の

『法
言
』

は
、
最
後

に

「序
」
を
付
す
。
た
だ
し
、
現
行

『法
言
』
序
は
各
篇

の
贊

の
み
で
、
本
傳
で
は
篇
目

の
前
で
述
べ
る
執
筆

の
動
機
を
闕
く
。
ま
た
、
同
樣
に
今
本

『太
玄
』
も
、
本
傳
に
見
え
る
序

を
闕
く
。

一
方
、
班
固
は
、

『漢
書
』
敍
傳
で

「太
史
公
自
序
」

の
體
裁
を
踏
襲

し
て
い
る
。
ま
た
、
班
固
よ
り
數
歳
年
長
で
、
班
彪

に
師
事
し
た
王
充

の
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揚 雄 論

(
8

)

『論
衡
』
も
、
同
樣

の

「自
紀
篇
」
を
も

つ
。
先

に
注
に
引

い
た
よ
う
に
、

劉
知
幾
は
、
「太
史
公
自
序
」

の
形
式
、
す
な
わ
ち
、
著
書

の
最
後

に
自

ら

の
系
譜
と
執
筆

の
動
機
、
贊
を
記
す

ス
タ
イ

ル
を
、
「自
序
」

の
體
例

と
す
る
。

揚
雄

の
本
傳
は
、
揚
氏
の
出
自
を
読
き
起
こ
し
、
揚
雄

の
文
學
觀
學
問

觀
を
絡
め
な
が
ら
、
生
涯
の
事
跡
と
作
品
と
を
年
代
順
に
挾
み
、
『法
言
』

の
目
録

に
終
る
。
作
品
に
は
、
序
を
付
し
、
あ

る
い
は
跋
を
加
え
、
作
品

成
立

の
事
情
と
作
者

の
意
圖

を
述
べ
る
。

他

の

「自
序
」
と
の
根
本
的
な
相
違

は
、
「揚
雄
自
序
」
が
、
あ

る
著

作

の
最
後

に
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
揚
雄

の
別
集
の
體
裁
を
成
し
て

い
る
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
個

々
の
作
品
に
付
し
た

「序
」
を
集

め
た
も

の

が

「揚
雄
自
序
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
他

に
例
が
な
い
。

し
か
る
に
、
『漢
書
』
藝
文
志

に

「揚
雄
自
序
」
は
見
え
な

い
。
別
集

の
概
念
も
な
い
。
藝
文
志

は
、
揚
雄

の
作
品
を
そ
の
ジ

ャ
ソ
ル
ご
と
に
分

け
て
收

め
る
。
揚
雄

の
別
集

は
、
『隋
書
』
經
籍
志

に

「漢
大
中
大
夫
揚

雄
集
五
卷
」
と
見
え
る
の
が
最
初
だ
。

し
か
し
、
藝
文
志
に
見
え
な

い
の
は
、
班
固
は
劉
向
父
子

の

『七
略
』

に
據
り
、
そ
れ
を
増
補
す
る
體
裁
を
取

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
れ
が

「揚
雄
自
序
」

の
存
在
を
否
定
す
る
充
分
な
根
據
に
は
な
ら
な
い
。

ち
な
み

に
、
揚
雄

の
作
と
し

て

『七
略
』
を
收

め
る
の
は
、
小
學
類

の

「訓
纂

一
篇

揚
雄
作
」
と
詩
賦
略

の
揚
雄
四
賦

の
み
だ
。
『七
略
』
完
成

の
時
期
に
は
、
ま
だ
揚
雄

の
著

作
は
續

い
て
い
る
。
後

に
班
固
は
、
小
學

類

に

「揚
雄
倉
頡
訓
纂
篇

一
篇
」
、
諸
子
略
儒
家
類

に

「揚
雄
所
序

三
十

八
篇

太
玄
十
九
、
法
言
十
三
、
樂

四
、
箴
二
」
、
詩
賦
略

に
更

に
八
賦

(
9

)

を
加
え
た
。

從

っ
て
、
個
人
に
よ
る
別
集
が
果
た
し
て
前
漢
か
ら
新

の
聞
ま
で
溯
れ

る
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
『漢
書
』
揚
雄
傳

の
本
傳
は

「揚
雄
自
序
」

を
も
と
に
し
た
も
の
だ
ど
耋

て
い
い
だ
麺

・

で
は
、
現

『漢
書
』
揚
雄
傳
は

「揚
雄
自
序
」
そ
の
も
の
だ
ろ
う
か
。

揚
雄

の
作
品

の
内
、
『漢
書
』
に
見
え
ず
、
『文
選
』
に
取
ら
れ
て
い
る
作

品

に
、
「
劇
秦
美
新
」
が
あ
る
。
揚
雄
は
新

に
仕
え

て
い
る
が
、
後
漢

の

臣
班
固
が

『漢
書
』
に
新
を
贊
美
す
る
文
辭
を
載
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
本
傳

で
は

「文
多
不
戴
」
な
ど
と
し

て
、
「廣

騷
」
「眸
牢
愁
」

『太
玄
』
『法
言
』

の
本
文
を
省
略
す
る
。
省
略
は
、
あ
る
い
は

「揚
雄
自

序
」

で
、
揚
雄

の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
本
傳
に
載
せ

る

『太
玄
』
『法
言
』

の
序
が
今
本
と
は
異
な
る
の
は
先

に
述

べ
た
。
そ

し
て
、
『漢
書
』
に
は
、
他

に
、
趙
充
國
傳
に

「趙
充
國
頌
」
、
遊
侠
傳
陳

遒
傳

に

「酒
箴
」

の

一
部
、
匈
奴
傳
下
に
哀
帚
建
平
四
年

の

「上
書
諌
毋

許
朝
單
于
」
、
元
后
傳
に
王
莽
始
建
國
五
年

の

「元
后
誄
」

の

一
部
を
載

せ
る
。
藝
文
志
に
つ
い
て
は
、
先

に
述
べ
た
と
お
り
だ
。
故

に
班
固
が
利

(
11

)

用

し

た

「
揚

雄

自

序

」

は
、

い
ま

よ

り

も

長

い
も

の

で
あ

っ
た

ろ

う

。

自
序

は
、
自
ら
を
語

る
行
爲
だ
。
『史
記
』
以
來
、
世

に
容
れ
ら
れ
な

か
っ
た
屈
原
の
自
序
と
し
て
讀
ま
れ
て
い
る

「離
騷
」。
腐
刑
を
甘
受
し
、

恥
辱
に
滿
ち
た
後
牛
生
を
耐
え
、
『史

記
』
を
書
き
上
げ

た
司
馬
遷

の

「太
史
公
自
序
」
。

一
度
は
獄
に
下
さ
れ
、
『漢
書
』
編
纂
を
許
さ
れ
た
班
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固
の

「敍
傳
」
。
孤
高

の
思
想

家
で
あ

っ
た
王
充

の

『論
衡
』
自
紀
篇
。

そ
れ
ぞ
れ
の

「自
序
」

に
は
、
蓮
命

に
抗
い
、
世

に
對
し
て
己
を
語
ら
ね

(12

)

ぽ
な
ら
な
い
、
拔
き
差
し
な
ら

な
い
動
…機
が
あ
る
。
悲
運
は
中
國
に
お
い

て
は
文
學
の
母
胎
で
あ
る
。

揚
雄
は
ど
う
か
。
彼
の

一
生

は
、
ご
と
ご
と
に
意
表
を
裏
切
る
蓮
命
、

惡
意
あ
る
誤
解
、
無
理
解
に
苦

し
め
ら
れ
逋
し
だ

っ
た
。

そ
し
て
、
王
莽

の
新
の
始
建

國
三
年
、
六
四
歳
の
揚
雄

に
最
大

の
危
機

が
襲

っ
た
。

話

は
、
前
年

に
溯
る
。
符
命

に
據

っ
て
、
漢
の
讓
り
を
受
け
、
天
子
の

位

に
印
い
た
王
莽

は
、
始
建
國

二
年
、
地
位

の
保
全
を
は
か
り
、
神
祕
性

を
増
す
た
め
に
、
自
ら
が
五
威
將
を
逋
じ
て
全
國
に
公
布

し
た
符
命
以
外

(
13

)

の
も
の
を
禁
じ
る
。
し
か
し
、
腹
心
で
あ

っ
た
甄
豐

の
子
尋
は
、
重
ね
て

符
命
を
作
り
、
王
莽

の
怒
り
と
疑

い
を
招
き
、
こ
と
は
大
疑
獄
事
件

へ
と

發
展
し
た
。
甄
豐
は
自
殺
、
尋
も
翌
年
捕
ら
え
ら
れ
、
王
莽
政
權
成
立

の

立
役
者
劉
歌

の
子
蘂
以
下
、
當
時

の
有
力
者
全
て
を
卷
き
込
む
。

一
切

の

辯
明

は
許
さ
れ
ず
、
「牽
引
公
卿
黨
親
列
公
以
下
、
死
者
數
百
人
」
と

い

(
14

)

う
、
嚴
し
い
追
求
が
行
わ
れ
た
。

(
15

)

追
求

の
手
は
、
途

に
揚
雄
に
及
ん
だ
。

王
莽

の
時
、
劉
敵
甄
豐

皆

な
上
公
爲
り
。

莽

既

に
符
命
を
以

て
自
ら
立

つ
。
即
位

の
後

其
の
原
を
絶
ち
て
以
て
前
事
を
神
せ
ん

と
欲
す
。
而
れ
ど
も
豐

の
子
尋

敵

の
子
粢

復
た
こ
れ
を
獻
ず
。

莽

豐
父
子
を
誅
し
、
蘂
を
四
裔

に
投
じ
、
辭

の
連
及
す
る
所
、
便

ち
收
め
て
請
わ
ず
。
時

に
雄

天
祿
閣
上
に
書
を
校
す
。
治
獄
使
者

來
り
、
雄
を
收

め
ん
と
欲
す
。
雄

自
ら
免
る
る
能
わ
ざ
る
を
恐
れ
、

乃
ち
閣
上
從
り
自
ら
下

に
投
じ
、
幾
ど
死
せ
ん
と
す
。
莽

こ
れ
を

聞
き
て
曰
く
、
雄

素
よ
り
事
に
與
ら
ず
。
何

の
故

に
か
此
に
在

る
、

と
。
膿
げ
請

い
て
其

の
故
を
問
う
に
、
乃
ち
劉
蘂

嘗
て
雄

に
從

い

て
奇
字
を
作
る
を
學
ぶ
も
、
雄

情
を
知
ら
ず
。
詔

有
り

問
う

勿
れ
、
と
。

(
16
)

揚
雄
は
小
學

に
精
通
し
て
、
字
書

『訓
纂
篇
』
『揚
雄
倉
頡
訓
纂
篇
』
、

(17

)

ま
た
、
中
國
最
古

の
方
言
集

『方
言
』

の
著
が
あ
る
。
班
固
は
、
彼
の
學

(
18

)

識
を
、
同
時
代
人
谷
永
と
比
較
す
る
形
で
、

永

經
書
に
於

い
て
、
汎
そ
疏
逹
爲
り
、
杜
欽
杜
鄰
と
略
ぽ
等
し
き

も
、
劉
向
父
子
及
び
揚
雄

の
如
く
洽
浹
た
る
こ
と
能
わ
ざ
る
也
、

と
、
劉
向
父
子
に
な
ら
ぶ
も

の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
谷
永
と
同
等
と
認

(
19

)

め
ら
れ
た
、
杜
欽
、
杜
鄰
は
、
そ
の
傳
に
據
れ
ば
、

初

め
、
鄰
張
吉

に
從
い
て
學
ぶ
、
吉
子
竦

又

幼
く
し
て
孤
、
鄰

に
從
い
て
學
問
す
る
も
、
亦

た
世
に
著
わ
る
、
尤
も
小
學
に
長
ず
、

鄰
子
林
、
清
靜

に
し
て
古
を
好
み
、
亦

た
雅
材
有
り
、
建
武
中
位
を

歴
し
卿

に
列
な
り
、
大
司
室
に
至
る
、
其
の
文
字
を
正
す
こ
と
竦

に

過
ぐ
、
故

に
世
の
小
學
を
言
う
者
は
杜
公
に
由
る
、

當
時
の
小
學

の
大
家
で
あ
る
。
な
お
、
許
愼

『説
文
解
字
』
は
、
師
賈
逵
、

こ
こ
に
名

の
見
え
る
杜
林

に
次

い
で
、
揚
雄
の
読
を
十
三
囘
引
用
す
る
。

ま
た
、
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
張
竦
は
、
陳
遒
傳
で
は
陳
遒

に

「酒

箴
」
で
石
頭
ぶ
り
を
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
王
充

に
よ
れ
ぽ
、

(
20
)

張
竦
は
、
揚
雄
を
輕
ん
じ
て
い
た
と
言
う
。
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一
方
、
劉
歌
は
、
數
少
な

い
揚
雄

の
理
解
者

で
あ
る
。
そ
の
子
蘂
に
、

事
情
を
知
ら
ず
問
わ
れ
る
ま
ま
、
符
命

に
用

い
る
奇
字
を
教
え
た
の
が
思

わ
ぬ
災

い
を
招

い
た
の
だ

っ
た
。

か
つ
て
、
哀
帚

の
治
世
、

『太
玄
』
を
著
す
揚
雄
が
さ

っ
ぱ
り
出
世
し

(
21

)

な
い
の
を
嘲

っ
た
世
聞

に
、
揚
雄
は

「解
嘲
」
で
答
え
た
。
ま
ず
、
客
の

口
を
借
り
て
、
世
聞

の
言

い
分
を
竝
べ
る
。

客

揚
子
を
嘲
り
て
曰
く
、
吾
聞
く
、
上
世

の
士
は
、
人

の
綱

人

の
紀
た
り
。
生
れ
ざ
れ
ば
則
ち
已
む
。

生

る
れ
ぽ
則
ち
上

は
人
君

を
尊
び
、
下
は
父
母
を
榮

え
し
め
、
人
の
圭
を
桿
き
、
人

の
爵
を
胤

い
、
人

の
符
を
腱
き
、
人

の
祿
を
分
ち
、
青
を
纏

い
紫
を
摺
き
、
其

の
轂
を
朱
丹
に
す
、
と
。

男
と
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、

人
の
手
本
と
な
り
、
君
に
忠

に
仕
え
、
兩

親

の
名
を
擧
げ
、
立
身
出
世
し

て
赤
塗
り
の
車

に
乘
る
ほ
ど
の
榮
燿
榮
華

を
極

め
る
べ
き
だ
。

そ
し
て
、
非
難

の
矛
先
は
揚
雄

に
向
く
。

今

子

幸

い
に
明
盛

の
世

に
遭
い
、
不
諱
の
朝

に
處
り
、
羣
賢
と

つ
ら行

を
同
じ

ゅ
う
し
、
金
門

を
歴
し

玉
堂

に
上
る
を
得

る
こ
と

日

有
り
矣
、
曾
て

一
奇
を
畫

し
、

一
策
を
出
し
、
上
は
人
圭
に
読
き
、

か
が
や

下
は
公
卿
に
談
じ
、
目
は
燿
け
る
星

の
如
く
、
舌
は
電
光
の
如
く
、

壹

に
從
し
壹
に
衡
し
、
論
ず
る
者
當
た
る
莫
き
能
わ
ず
。

榮
え
め
で
た
い
世
に
、
諫
言
に
耳
を
傾
け
る
明
君
を
戴
き
、
居
竝
ぶ
臣
下

は
賢
人
揃

い
と
い
う
お
膳
立
て
、
そ
こ
に
あ
な
た
揚
雄
は
官
を
得

て
久
し

い
。
し
か
し
、
秀
れ
た
獻
策
を

し
て
、

一
朝
を
読
得
し
た
り
、
眼
光
人
を

射
、
巧
み
に
辯
舌
を
振
い
、
情
勢
に
柔
軟

に
對
應
す
る
と
言

っ
た
業
績
は
、

今
ま
で
な
に
も
な
い
。

揚
雄
は

「
口
吃
り
て
劇
談
す
る
能
わ
ず
」
と
自
ら

い
い
、
桓
譚
は

「容

貌
人
を
動
か
す
能
わ
ず
」
と
語

っ
て
い
る
。
議
論
は
、
實
際
不
得
手
だ

っ

(22
)

た
ろ
う
。

官
途

で
は
華
々
し
い
成
果
も
擧
げ
ず
に
、

い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
か

と
言
え
ぽ

齋
だ
、
太
玄
五
千
文
を
作
り
、
支
葉
は
扶
疏
と
し
て
、
獨
り
十
餘
萬

言
を
読
く
。
深
き
者

は
黄
泉

に
入
り
、
高
き
者

は
蒼
天

に
出

で
、
大

い
な
る
者
は
元
氣
を
含
み
、
纖
な
る
者
は
無
倫

に
入
る
。
然
れ
ど
も

位
は
侍
郎
に
過
ぎ
ず
、
擢
せ
ら
れ
て
擲
ビ
給
事
黄
門
た
り
。
麓
都
玄

(
23
)

術
お
白
き
こ
と
毋
き
を
得
ん
乎
、
何
爲
れ
ぞ
官

の
拓
落
た
る
也
、
と
。

『太
玄
』
五
千
字
を
著
し
、
論
を
ひ
ろ
げ
、
十
萬
言
を
超
え
る
大
議
論
。

そ
の
内
容
は
、
黄
泉
に
至

る
ほ
ど
深
く
、
蒼
天
に
拔
き
出
る
ほ
ど
高
く
、

天
地
の
根
源
た
る
元
氣
を
含
む
大
き
さ
に
な
れ
ぽ
、
極
微
の
こ
ま
や
か
さ

に
も
な
る
。
と
は
い
え
、
位

は
侍
郎
に
過
ぎ
ず
、
拔
擢
さ
れ
て
、
や

っ
と

給
事
黄
門
と
い
う
あ
り
さ
ま
。
思
う

の
で
す
が
、
太
玄
は
黒
い
と
言
う
け

れ
ど
、
ま
だ
極

め
足
ら
な
く
て
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
し

て
あ
な
た
の
徳
と
官
位
と
は
釣
り
合
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

言

い
た
い
放
題
の
世
聞

に
、
揚
雄
は
應
ず
る
。

揚
子
笑

い
て
こ
れ
に
鷹
え
て
曰
く
、
客

い僻
潛
吾
が
轂
を
朱
丹

に
せ

つ
ま
ず

ん
と
欲
し
て
、

一
た
び
趺
け
ば
將
に
吾
の
族
を
赤
く
せ
ん
こ
と
を
知

ら
ざ
る
也
、
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「
あ
な
た
は
私
を
朱
塗
り
の
車

に
載
せ
、
出
世
を
は
か
ろ
う
と
す
る
ば

か

り
で
、

一
旦
失
敗
し
た
な
ら
、
私
の

一
族
が
皆
ほ
ふ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

を
、
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
ね
」

と
、
時
流
に
迎
合
し
て
立
身
出
世
に
汲
々
と
す
る
危
う
さ
を
笑

い
、

且

つ
我
こ
れ
を
聞
く
、
炎
炎
た
る
者

は
滅
び
、
隆
隆
た
る
者
は
絶
ゆ
、

と
。
雷
を
觀

火
を
觀
る
に
、
盈
爲
り

實
爲
り
、
天
其

の
聲
を
收

め
、
地
其
の
熱
を
藏
す
。
高
明

の
家

は
、
鬼

其
の
室
を
飃
"
、
攫

拏
た
る
者
は
亡
び
、
默
默

た
る
者

は
存
す
。
位
を
極
む
る
者

は
宗
危

く
、
自
ら
守
る
者
は
身
を
全
う
す
。
是

の
故

に
玄
を
知
り

默
を
知

り
て
・
道
の
極
を
守
り
、
変

に
清

笈
に
靜
、
神
の
殲

に
游
び
、
惟

れ
寂

惟
れ
莫
、

徳

の
宅
を
守
る
。
世
異
な
り

事
變
ず
れ
ど
も
、

人
道
殊
な
ら
ず
。
彼
我

時
を
易
え
な
ぽ
、
未
だ
如
何
を
知
ら
ず
。

今

子

乃
ち

鴟
梟
を
以
て
鳳
皇
を
笑

い
、
堰
蜒
を
執
り
て

龜

い
た
ず
ら

龍
を
嘲
け
る
は
、
亦
た
病

め
る
な
ら
ず
乎

子

徒

に
吾
が
玄

の
尚

お
白
き
を
笑
う
も
、
吾
も
亦
た
子
の
病

の
甚
し
く
し
て
、
叟
臾
附
扁

か
な

(
24

)

鵲
に
遭
わ
ざ
る
を
笑
う
、
悲
し
い
夫
。

盛
者
必
滅
は
世

の
習

い
、
『太
玄
』
を
著
し
て
、
默
々
と
、
清
く
心
靜
か

に
過
ご
し
、
徳
を
修
め
、
心
を
自
由
な
境
地

に
通
わ
せ
、
萬
世
不
易

の
人

の
道
を
極
め
、

一
生
を
全
う
す

る
の
が

一
番
だ
、
世
が
世
な
ら
聖
人
と
て

私

に
叶
わ
ぬ
か
も
知
れ
な
い
で
は
な

い
か
と
言
い
放
ち
、
低
い
官
位

に
甘

ん
じ
て
生
き
る
揚
雄
を
嘲

っ
た
世
聞

の
態
度
こ
そ
、
死
に
至
る
病
と

一
蹴

し
た
。
し
か
る
に
今
は
、
あ
れ

ほ
ど
避
け
て
い
た
政
爭
の
餘
波
が
わ
が
身

を
危
う
く
す
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
「投
閣
」

は
、
現
實

の
政
治

の
中

で
は
、

い
く

つ
か

の
文
辭
と
上
書
、
『訓
纂
篇
』

の
編
纂
位
し
か
事
跡

の
な
か

っ
た
揚
雄

の
、

も

っ
と
も
目
を
引
く
行
動
だ

っ
た
。

し
か
し
、
逃
げ
お
お
す
こ
と
も
、
自

ら
死
ぬ
こ
と
も
叶
わ
な
い
。
そ
の
う
え
、
か
つ
て
の
同
僚
で
あ
り
、
年
老

い
、
さ
し
た
る
官
位

で
も
な

い
こ
と
を
斟
酌
し
て
で
あ
ろ
う
、
王
莽
は
揚

雄
を
許
す
。
ご
と
ご
と
に
揚
雄

の
意
思
は
ね
じ
曲
げ
ら
れ
、
誤
解
を
呼
ぶ
。

「解
嘲
」

の
低
徊
と
現
實

の
揚
雄
の
姿

の
乖
離
を
こ
こ
ぞ
と
京
雀
は
囃
し

立

て
る
。

然
る
に
京
師

こ
れ
が
語
を
爲
し
て
曰
く
、
惟
れ
寂
莫
、
自
ら
投
閣

(
25
)

し
、
爰
に
清
靜
、
符
命
を
作
る
、
と
。

「
ひ

っ
そ
り
し
ず

か
に
い
て
、
徳
の
あ
る
状
態
を
守
る
だ

っ
て
P

天
祿

閣
か
ら
身
投
げ
が
落
ち
。
清
く
心
靜
か
に
す
ご
し
て
、
天
の
神
々
と
心
を

逋
わ
せ
る
な
ど
と
勿
體
ぶ

っ
て
い
た
く
せ
に
、
そ
の
實
符
命
を
作

っ
て
い

た
と
は
ね
」
と
、
「解
嘲
」
の
パ

ロ
デ

ィ
で
、
人
々
は
明
日
は
わ
が
身

に

及
ぶ
や
も
知
れ
ぬ
恐
怖
を
笑
い
飛
ば
し
た
。
黒

い
笑

い
の
圭
は
、
難

し
く

て
譯
の
分
か
ら
ぬ

『太
玄
』
を
書

い
た
揚
雄
だ
。

一
方
、
「投
閣
」
は
、
文
辭

の
人
、
揚
雄

の
來
し
方
行
く
末
を
根
本
か

ら
搖
る
が
す
。
「解
嘲
」

の

一
件
が
示
す
よ
う
に
、
己
れ

の
作
品

の

一
語

一
句
が
、
無
慘
な
老

い
の
身
を
曝
し
た
揚
雄
自
身

に
突
き
刺
さ

っ
た
だ
ろ

う
。三

十
歳
前
後
、
仕
官
前
に
著
し
た

「反
離
騷
」
で
は
、
孔
子
の
處
世

に

觸
れ
、
入
水
し
た
屈
原
の
性
急
を
詰

っ
た
。

夫
れ
聖
哲

の
遭
わ
ざ
る

64



揚 雄 論

固
よ
り
時
命

の
有

つ
所

欷
を
擺
ね
以
て
於
.れ
猷
な
しP
雖
も

な
き
ひ
と

吾
は
靈
脩
の
累

に
改
め
ざ
る
を
恐
る

昔
仲
尼
の
魯
を
去
る
や

斐
斐
遲
遲
と
し
て
周
邁

し
、

終

い
に
舊
都
に
囘
復

せ
り

何
ぞ
必
ず

し
も
湘
淵
と
濤
瀬

の
み
な
ら
ん
や

け
が

漁
父

の
餔
歡
を
溷
る
と

し
、

き
よ

沐
浴

の
振
衣
を
潔
し
と

し
、

由
聒

の
珍
ず
る
所
を
棄

て

彭
咸

の
遺

せ
る
所
を
蹠
ま
ん
と
は

聖
人
孔
子
で
さ
え
、
時
命

に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ず
に
、
後
ろ
髮
を
引

か
れ

つ
つ
も
、

一
度
は
魯

の
國
を
出

た
。
「去
魯
、
日
遲
遲
吾
行
也
」
と

は
、
『孟
子
』
萬
章
下

に
見
え

る
。
し
か
し
、
孔
子
は
、
絶
望
せ
ず
、
己

れ
の
信
ず

る
道
を
行
な
い
、
再
び
國
都
を
踏
む
。
『孟
子
』

は
評

し
て
い

う
。
「
可
以
速
而
速
、
可
以
久

而
久
、
可
以
處

而
處
、
可
以
仕
而
仕
、
孔

子
也
、
孟
子
日
、
…
…
孔
子

聖
之
時
者
也
」
、
孔
子

は
、
出
處

進
退

の

「時
」
を
わ
き
ま
え
た
聖
人

で
あ
る
と
。
然
る
に
屈
原
は
、
漁
父
の
勸

め

を
潔
し
と
せ
ず
、
わ
が
道

に
固
執

し
、
死
を
選
ぶ
。
「隱
」
は
、
許
由
老

子
の
道
で
あ

っ
た
の
に
。

「反
離
騷
」

の
通
奏
低
音
は
、
人
聞

の
不
斷

の
努
力
に
封
す
る
、
善
意

あ
る
肯
定
で
あ
る
。
孔
子
は
言

っ
た
で
は
な
い
か
。

も
ち
い

(
26

)

吾
試
ら
れ
ず
、
故
に
藝

な
り
、

こ
れ
は
、
自
嘲

の
語
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
『論
語
』
は
、
次

の
言
葉

で

(
27
)

締

め
く
く
ら
れ
る
。

命
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
君
子
と
爲
す
無
き
也
、

「命
」
、
天
か
ら
與
え
ら
れ
た
自
ら
の
蓮
命
使
命

に
遒
う

の
が
、
「君
子
」

で
あ
る
。
「遇
不
遇
は
命
也
」
は
、
滄
極
的
な
言

で
は
な

い
。
さ
れ
ば

こ

そ
、
若
き
日

の
揚
雄
は
、
言
を
盡
し
て
、
屈
原
の
行
動
を
責
め
ね
ぽ
な
ら

な
か

っ
た
。

そ
し
て
、
今
他
な
ら
ぬ
揚
雄
が
、
自
ら
天
祿
閣
か
ら
身
を
投
じ
た
。
高

所
か
ら
落
ち
る
人
の
腦
裏
に
は
、

一
生

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
が
凝
縮
さ
れ
、

須
臾

の
聞
に
鮮
や
か
に
よ
ぎ
る
と
い
う
。

時
は
揚
雄
を
翻
弄
し
た
。
時
が
、
政
治
が
、
暴
力
的
に
襲
い
か
か
り
、

文
辭

の
世
界
で
培

っ
て
來
た
揚
雄

の
全
て
を
呑
み
込
み
、
お
も
う
さ
ま
蹂

躪
し
た
。
時
命
と
文
辭
、
辭
賦
と

『太
玄
』
以
下
の
著
作
。
晩
年
に
至

っ

て
、
揚
雄

は
自
分

の
テ
ー
ゼ
と
人
生
と

の
再
檢
討
を
迫
ら
れ
た
の
だ
。

「投
閣
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
揚
雄

の
も

っ
と
も
深
刻
な
轉
機
だ

っ

た
。
「自
序
」
は
こ
の
後
に
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
「投
閣
」

の
後
、
辛
く
も
死
を
免
れ
た
揚
雄

は
、
自
ら

の
作
品

を
も
う

一
度
整
理
し
、
文
辭
に
生
き
た
お
の
が
生
涯
を
振
り
返

っ
た
と
し

て
、
本
傳
を
見
よ
う
。

お
さ

雄

少
き
時

學
を
好
む
。
章
句
を
爲
め
ず
、
訓
詁
し
て
逋
ず
る
而

已
。
博
覽

に
し
て
見
ざ

る
所
無
し
。
人
と
爲

り
は
簡
易

(さ

っ
ぱ

り
)

佚
蕩

(こ
せ
こ
せ
せ
ず
)
、
口
吃
し
て
劇
談
す
る
能
わ
ず
、
深

65



湛

の
思
を
好
む
。
清
靜
に
し
て
爲
す
亡
く
、
耆
欲
少
し
。
富
貴
に
汲

汲
と
せ
ず
、
貧
賤
に
戚
戚

(あ
く
せ
く
)
せ
ず
、
廉
隅
を
修
め
て
、

も
と

以
て
名
を
當
世

に
傲
め
ず

。
家
産
は
十
金

に
過
ぎ
ず
、
乏
し
く
て
憺

石
の
儲
無
き
も
、
晏
如
た
る
也
、
自
ら
大
度
有
り
、
聖
哲
の
書
に
非

ず

ん
ば
好
ま
ざ

る
也
、
其

の
意
に
非
れ
ば
、
富
貴
と
雖
も
事
え
ざ
る

也
。
醗
だ
嘗

て
辭
賦
を
好

む
。

學
問
好
き
だ
が
、
煩
瑣
な
議

論
に
は
渡
ら
ず
、
相
當

の
讀
書
家
だ

っ
た

若

い
頃
。
性
格
は
さ

っ
ぱ
り
し

て
い
て
、
こ
せ
こ
せ
し
な
い
が
、
言
語
障

礙

の
た
め
に
、
活
發
な
議
論
は
苦
手
だ
。
だ
か
ら
、
ひ
と
り
默
然
と
思
い

を
凝
ら
す
方
が
良
か

っ
た
。
「
解
嘲
」

で
も
述

べ
、
か
え

っ
て
言
葉
尻
を

取
ら
れ
も
し
た
が
、
「清
靜
」

は
も
と
か
ら
わ
た
し
の
信
條
、
こ
れ
と
い

っ
た
こ
と
を
起

こ
さ
ず
、
何
が
欲
し
い
と
い
っ
た
こ
と
も
な
い
。
金
持
ち

に
な
り
た
い
と
も
思
わ
な
い
し
、
貧
乏
が
苦
痛
で
も
な
い
。
こ
と
さ
ら
に

身
を
修
め
て
、
世
の
評
判
を
集

め
る
の
に
も
興
味
は
な
い
。
す

っ
か
ら
か

ん
の
貧
乏
だ
が
、
氣
に
も
留
め
な

い
。
た
だ
、
大
き
な
志
だ
け
は
い
つ
も

あ

っ
た
。
聖
人
の
書
を
熱
愛
し
、
所
信
に
合
わ
な
い
者
は
、
金
持
ち
だ
ろ

う
が
、
身
分
が
高
か
ろ
う
が
、
相
手

に
し
な
か

っ
た
。
そ
う
、
昔
、
辭
賦

を
愛
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
な
あ
。

辭
賦

の
名
手
に
は
、
な
ぜ
か
言
語
障
礙
に
惱
む
人
が
目
に

つ
く
。
司
馬

相
如
は

「
。
吃
し
て
著
書
を
善

く
」
(麗
・
後

の
奮

心
も

「顏
畢

・
言
識

(
29
)

り
て
、
辭
藻
壯
麗
、
交
遊
を
好

ま
ず
、
惟
だ
閑
居
を
以
て
事
と
爲
す
」
と
、

揚
雄
そ

っ
く
り
だ
。

し
か
し
、
青
年
期
の
揚
雄
は
、
晩
年

の
彼
が
言
う
よ
う
に
、
寡
欲
恬
淡

と
し
た
諦
念
を
自
然
に
身

に
つ
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
か

ろ
う
。
障
礙
は
、
し
ば
し
ぼ
人
を
頑
固

に
す
る
。
わ
が
身
は
意

の
儘

に
な

ら
ず
、
頼
り
に
な
る
筈

の
自
分
が

い
ち
ぽ

ん
あ
て
に
な
ら
な

い
。
自
我
を

傷

つ
け
る
の
は
、
わ
が
身

の
情
け
な
さ
だ
。
賽

の
河
原
の
石
積
み
に
も
似

た
、
自
我

の
崩
壞
と
再
建

の
鬪
い
は
、

一
生
續
く
。
他
人
は
我
を
異
形

・

異
樣
な
も

の
と
見
、
ま
と
も
に
理
解
し
よ
う
と
さ
え
し
な
い
。
そ
う
し
て
、

「私
」
は
孤
獨
に
追

い
込
ま
れ
、
狹
隘
な
自
意
識

の
檻

に
籠
り
、
世

に
背

を
向
け
る
。

知
性
は
悪
意
に
聰

い
。
揚
雄
は
と
ぼ
け
て
い
る
が
、
彼

の

「默
」
は
、

負
け
ず
嫌

い
の
激
し
い
沈
默
だ
。
言
葉
を
口
に
出
し
て
失
笑
を
買
う
よ
り

も
、
初

め
か
ら
默

っ
て
い
た
方
が
よ

い
。
「清
靜
」
は
、
己
を
絶
望

か
ら

守
り
生
き
拔
く
爲

の
、
や
む
を
得
な
い
選
擇
だ

っ
た
筈
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「自
ら
大
度
有
り
、
聖
哲

の
書

に
非
ず
ん
ば
好
ま
ざ
る
也
、
其

の
意

に
非

れ
ば
、
富
貴
と
雖
も
事
え
ざ
る
也
」
と
大
見
得
を
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。

そ
し
て
、
貧
困
。
後
に
卓
文
君
の
お
か
げ

で
裕
幅
に
な

っ
た
司
馬
相
如

と
は
こ
こ
が
違
う
。
孔
子
の
高
弟
顏
囘
は
、
生
涯
を
極
貧

に
迭
り
、
「其

(
30
)

の
樂
し
み
を
改

め
」
な
か

っ
た
。
揚
雄
と
貧
乏
も
、

一
生
縁
が
切
れ
な
か

っ
た
。
居
座
る
貧
乏
神
を
追

い
出
そ
う
と
す
る

「逐
貧
賦
」
は
、
揚
雄
の

作
と
さ
れ
る
。

「顧
だ
嘗

て
辭
賦
を
好
む
」
と
、
揚
雄

は
、
辭
賦
作
家
だ

っ
た
頃

の
自

分
を
客
體
化
し
た
口
ぶ
り
だ
。
裏
に
は
、
辭
賦
に
よ

っ
て
身
を
立

て
よ
う

と
し
、
果
た
せ
な
か

っ
た
彼
の
挫
折
が
隱
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
揚
雄
は
、
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揚 雄 論

あ
く
ま
で
、
敗
北
を
敗
北
と
し
て
は
認
め
な
い
男
で
あ
る
。

是

の
時
に
先
ん
じ
、
蜀
に
司
馬
相
如
有
り
、
賦
を
作
り
て
甚
だ
弘
麗

温
雅
た
り
。
雄

心
に
こ
れ
を
壯

ん
に
し
て
、
賦
を
作
る
毎

に
、
常

に
こ
れ
に
擬
し
て
以
て
式

と
爲
す
。
又

屈
原
の
文

の
相
如

に
過
ぐ

る
も
容
ら
れ
ず
、
離
騷
を
作
り
、
自
ら
江
に
投
じ
て
死
す
る
に
至
る

を
怪
み
、
其
の
文
を
悲
し

み
、
こ
れ
を
讀
み
て
未
だ
嘗
て
涕
を
流
さ

ざ
る
は
な
き
也
。
以
爲
く
君
子

時
を
得
れ
ば
則
ち
大

い
に
禰

み
、

時
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
龍
蛇

た
り
、
遇

不
遇
は
命
也
。
何
ぞ
必
ず
身

し
ず

を
湛
め
ん
哉
。

故
郷
蜀

の
先
人
司
馬
相
如

の

「弘
麗
温
雅
」
な
作
風
を
手
本
に
、
揚
雄

は
作
賦
に
勵
む
。
辭
賦
を
わ
が

も
の
と
す
る
た
め
に
、
揚
雄
は
、
先
行
作

品
を
徹
底
的
に
擬
作
し
た
。

の
ち
、
桓
譚

に
作
賦

の
こ

つ
を
問
わ
れ
た
揚

(31

)

雄
は
、
「能
く
千
賦
を
讀

め
ば
、
善
く
之
を
爲
す
矣
」
と
答

え
て
い
る
。

「千
賦
」
と
い
う
の
は
言
葉

の
あ
や

に
し
て
も
、
同
時
代

の
藝

文
志
が
收

め
る
辭
賦
は
、
千
餘
。
天
下

の
辭
賦
で
お
の
が
目
に
ふ
れ
な
い
も

の
は
な

か

っ
た
、
と
い
う
自
負
の
言
葉

だ
。

も
う
ひ
と
り
氣

に
か
か
る
の
は
屈
原
。
司
馬
相
如
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
文

章
を
書

い
た
彼
は
、
楚
王
に
容

れ
ら
れ
ず
、
悲
嘆

し
て

「離
騷
」
を
作
り
、

入
水
し
果
て
た
そ
う
だ
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
。
『楚
辭
』
を
讀
む
と
、

悲
し
み
が
胸

に
迫
り
、
い
つ
も
泣

い
て
し
ま
う
。

揚
雄

の
涙
は
、
あ
り
き
た
り

の
感
傷

か
ら
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
讒

そ
し
ら

言
に
遭

い
、
「信
に
し
て
疑
わ

れ
、
忠
に
し
て
謗
れ
」
進
退
窮
ま
り
、
怨

(
32

)

み
が

「離
騷
」
を
生
ん
だ
と
言

わ
れ
る
屈
原

の
状
况
は
、
自
分

の
肉
聲
が

他
人
に
屆
か
な
い
揚
雄
に
近

い
。
し
か
し
、
屈
原

の
場
合
は
、
讒
言
と
い

う
外
的
條
件
が
意
思
の
疎
通
を
妨
げ
る
の
だ
が
、
揚
雄
は
自
ら
言
う
能
ざ

る
身

の
上
な
の
だ
。
屈
原
は
、
身
の
證
を
天
に
求
め
、
入
水
す
る
事
も
で

き
よ
う
。
し
か
る
に
、
揚
雄

の
言
語
障
礙
も
、
貧
困
も
、
誰
の
せ
い
で
も

な
い
、
彼
が
背
負

っ
て
行
く
べ
き
運
命
な
の
だ
。
か
つ
て
、
惡
疾
に
罹

っ
か

た
善
人
伯
牛
を
、
孔
子
は
見
舞

っ
て
言

っ
た
で
は
な

い
か
。
「命
な
る
矣

な

(
33
>

夫
、
斯

の
人
に
し
て
斯
の
病
有
り
」
と
。

揚
雄
は
い
う
。
君
子
は
、
時
流

に
か
な
え
ぽ
、
何
の
障
害
も
な
く
わ
が

道
を
行
け
る
が
、
そ
う
で
な

い
と
き
は
龍
や
蛇

の
よ
う
に
じ

っ
と
身
を
潛

(
34
)

め
て
機
會
を
窺
う
べ
き
だ
。
時
流

に
遭
う
遭
わ
な
い
は
天
命
だ
。
身
投
げ

な
ど
せ
ず
と
も
よ
か

っ
た
も

の
を
、
と
。
人
生
を
支
配
す
る
も
の
は
、
才

能
、
節
操

に
か
か
わ
ら
ず
、
「時
命
」
な
の
だ
。

「時
命
」
は
、
優
れ
た
人
物
が
、
必
ず
し
も
、
幸
福
と
は
限
ら
ず
、
む

し
ろ
才
能
を
活
か
す
機
會

に
惠
ま
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
る
、
世

の
矛
盾

へ

の
解
答

の

一
つ
だ
。
聖
人
孔
子
さ
え
、

一
生
は
不
遇

で
あ

っ
た
。
『淮
南

子
』
は
い
う
、
「得
は
時

に
在
り
て
、
爭
に
は
在
ら
ず
、
治

は
道
に
在
り

(35
V

て
、
聖
に
は
在
ら
ず
」
と
。
揚
雄
は
、

い
ま
不
遇

の
ま
ま
人
生

の
黄
昏
を

迎
え
、
「投
閣
」
と
い
う
生
き
恥
を
曝
し
て
い
る
。

か

つ
て
、
揚
雄
は
成
都
か
ら
少
し
離
れ
た
岷
山
か
ら

「反
離
騷
」
を
江

(36
)

に
投
げ
入
れ
、
屈
原
を
弔

っ
た
。
「
反
離
騷
」
は
、
措
辭

の
點
か
ら
は
、

「離
騒
」
を
中
心
に

『楚
辭
』
諸
篇

の
句
を
ほ
ぼ
襲

っ
た
も
の
で
あ
り
、

屈
原
を
弔
う
形
式

は
、
賈
誼

の

「弔
屈
原
賦
」
に
次
ぐ
。
賈
誼

の
作
が
、

長
沙

に
流
さ
れ
る
途
中
に
、
お
の
が
境
遇
を
、
屈
原

に
重
ね
合
わ
せ
て
作
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ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
、
「反
」
と
い
う
ご
と
く
、
揚
雄

の
篇

は
、

徹
底
し
て
、
屈
原
を
難
詰
す
る
。

鑵
屮
き
か
な
神
龍

の
淵
に
潛
み
て

飃

雲
を
竢
ち
て
將
に
擧
ら
ん
と
す
籬

春
風
の
被
離
亡
く
ん
ぽ

孰
か
焉
ん
ぞ
龍

の
處

る
所

を
知
ら
ん

身
を
潛
め
、
時

を
待

つ
龍
を
風
が
呼
ぶ
。
「春
風
之
被
離
」
と
は
、
龍

が
春

の
獸
で
あ
る
か
ら
だ
が
、
吹
き
渡
る
春
風
を
受
け
て
、
萬
物
は
成
長

す
る
。
雲
に
乘
り
、
天
を
駈
け
る
で
あ
ろ
う
龍

の
前
途
に
對
す
る
信
頼
を

感
じ
さ
せ
る
。
「潛
龍
」
は
、

無
位
無
冠

の
揚
雄
そ
の
ひ
と
で
も
あ

る
だ

ろ
う
。

時
に
成
帚
の
陽
朔

の
年
、
揚
雄
は
、
三
十
そ
こ
そ
こ
だ

っ
た
。

漢
十
世

の
陽
朔

招
搖

は
周
正

に
紀
す

「周
正
」
と
は
、
十

一
月
。
『
太
玄
』
で
は
、
「
中
」

の
初

一

「昆
侖

旁

(
38
)

薄
、
幽
な
り
」
に
あ
た
る
。
そ
れ
と
と
ら
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
天
は
、

あ
ら
ゆ
る
も

の
を
包

み
、
ひ
ろ
び
う
と
し
た
地
は
全
て
の
も
の
を
載
せ
る
。

奧
深

い
天
道
は
か
す
か
で
隱
れ

て
い
て
は
か
り
難
い
。

四
時

は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

そ
し
て
、
揚
雄

の
文
辭

に
よ
る
人
生
も
こ

れ
か
ら
だ
。

實

は
、
「反
離
騷
」
は
、
揚

雄
傳

の
中
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
お
も
し
ろ
い

も
の
で
は
な

い
。
後

の
文
學
評
論
家
、
劉
魏
は
、
賈
誼

の

「弔
屈
原
賦
」

と
較

べ
て
、

賈
誼

の
湘

に
淨
ん
で
自
り
、
憤
を
發
し
て
屈
を
弔
う
。
體
は
周
に
し

て
事
は
覈
、
辭
は
清
く
し
て
理
は
哀
な
り
。
蓋
し
首
出

の
作
也
、
…

…
揚
雄

の
屈
を
弔

い
し
は
、
思

い
積
む
も
功
寡
な
く
、
意
は
反
騒
に

深
く
・
故

に
辭
韻
は
沈
腿
耀
・

と
、
賈
誼

の
作
が
、
作
者

の
深
情
に
沿

い
、
文
辭
趣
旨
と
も
に
優
れ
る
の

に
、
揚
雄
は
、
「
こ
こ
ろ
あ
ま
り
て
、
こ
と
ぽ
た
ら
ず
」
、
屈
原
を
攻
撃
す

る
の
に
急
で
、
文
辭
が
た
ど
た
ど
し
い
、
と
評
す
る
。
完
成
度
か
ら
は
、

劉
魏

の
評
は
的
を
得
て
い
る
。

し
か
し
、
揚
雄
は
敢
え
て
、
「反
離
騷
」
を

「自
序
」
に
組
み
入
れ
て

い
る
。
揚
雄

の
他
の

『楚
辭
』
の
擬
作

で
あ
る
、
「廣
騷
」
「胖
牢
愁
」
が

省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
既

に
揚
雄

の
手

に
よ

っ
て
で
な
か
っ

た
の
か
、
と
先

に
疑
義
を
述
べ
た
。
「時
命
」
を
テ
ー
ゼ
と
す
る

「
反
離

騷
」
と
單
な
る
擬
作
で
は
、
作
品
に
對
す
る
態
度
が
ま
る
で
異
な
る
。

さ
ら
に
、
揚
雄
の

「反
離
騷
」
に
は
、
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

一
つ
に
は
彼
な
り
の
新
し
い
觀
點
を
据
え
て
い
る
。
「漁
父
」
以
來
、

屈
原
の
行
動
を
反
駁
す
る
諸
篇

は
、
思
想
的
に
は
、
黄
老
-
道
家

の
流
れ

に
く
み
す

る
。
そ
こ
に
、
儒
家

の
要
素
を
融
合

さ
せ
た
の
が
、
揚
雄

の

「反
離
騷
」
で
あ
る
。

二
つ
に
は
、
文
體

の
選
擇
で
あ
る
。
漢
代
、
『楚
辭
』

の
擬
作

は
多
く

作
ら
れ
る
。
し
か
し
、
朱
熹
が

『楚
辭
辯
證
』

に
、

七
諌
九
懷
九
歎
九
思

は
、
騷
體
を
爲
す
と
雖
も
、
然
る
に
其
の
詞
氣

は
平
緩
、
意
は
深
切
な
ら
ず
、
疾
痛
す
る
所
無
く
て
強

い
て
呻
吟
を

爲
す
者

の
如
し
、

68



揚 雄 論

と
評
す
る
よ
う
に
、
形
式
だ
け

で
な
く
内
容
も

『楚
辭
』

の
物
語
に
安
易

に
寄
り
か
か

っ
た
、
「悲
嘆

の
た
め
の
悲
嘆
」
だ

っ
た
。

一
方
、
観
雄
に

あ

っ
て
は
、
擬
作

は
、
單
な

る
模
倣
で
は
な
い
。
『楚
辭
』

の
言
語
を
襲

い
つ
つ
、
廣
く
曲
ハ故
を
用

い
る
。
「内
容
」、
儒
教

の
タ
ー
ム
で
言
え
ぽ

「質
」
を
盛
る
器
と
し
て
、
意

識
的

に

『楚
辭
』

の
文
體
が
選
ぼ
れ
た

の

(
40
)

で
あ
る
。

「
反
離
騷
」
は
、
「時
命
」

を
人
生

の
要
諦
と
し
、
先

に
引

い
た

『孟

子
』
の
言
を
用

い
れ
ぽ
、
「處
」
と

「仕
」
と
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
選

擇

で
あ
る
、
と
説
く
。
揚
雄

は
、
こ
こ
で
、
學
識
を
基
礎
に
、
儒
學
と
黄

老
と
の
融
合
を
文
學

の
上

に
實
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
時
代
思
想

は
、

ま
さ
に
そ
の
状
況
に
あ

っ
た
。
そ
の
意
味

で
揚
雄
は
、
す
ぐ
れ
て
、
漢
代

的
な
ひ
と
で
あ
る
。

『楚
辭
』
擬
作

の
取
捨
は
、

「自
序
」
が
投
閣
以
降

の
揚
雄

の
編
集

と
考

え
得

る
傍
證
に
な
る
だ
ろ
う
。

や
が
て
、
揚
雄
は
、
文
辭
が

司
馬
相
如

に
似
て
い
る
と
し
て
、
成
帝

に

推
擧
さ
れ
た
。

成
帚
期
は
、
二

つ
の
意
味
で
、
劃
期
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、
儒
教
が
、
國
家

の
支
配
原
理
と
し
て
浸
透
し
た
。
宣
帚
は

「漢
家

自
ら
制
度
有
り
、
本
と
霸
と
王
道
と
を
以
て
之
を
雜
う
、
奈
何

ぞ
純
ら
徳
教
を
任

い
、
周
政
を
用

い
ん
乎
」
と
當
時
太
子

で
あ

っ
た
元
帚

(
41

)

を
詰
り
、
「
我
が
家
を
亂
す
者

は
、
太
子
也
」
と
嘆
じ
た
が
、
周
制

の
復

古

は
、
漢
家
の
滅
亡
、
王
莽

の
簒
奪

に
よ
っ
て
實
現
さ
れ
る
、
皮
肉
な
結

果
と
な

っ
た
。

武
帝
が
、
董
仲
舒

の
獻
策
を
受
け
て
、
儒
教
を
國
家

の
根
本
と
し
て
か

ら
百
年
餘
り
。
董
仲
舒
の
學
、
春
秋
公
羊
學
は
、
漢
代
儒
學

の
圭
流
で
あ

る
。
孔
子
が
編
纂
し
た
、
魯

の
歴
史
書

『春
秋
』
の
記
述
か
ら
、
微
意
を

汲
み
取
り
解
釋
を
施
す
の
が
、
春
秋
學
で
あ
る
。
漢
代

の
儒
學
は
、
そ
の

始
め
よ
り
、
神
祕
思
想

へ
の
道
を
含
む
。
そ
の

「天
人
相
關
読
」
は
、
災

異
を
、
人
事

に
封
す
る
天

の
譴
告
と
し
て
受
け
と
め
る
。
『春
秋
』

の
災

異
に
對
す
る
解
釋
は
、
現
在
に
適
用
さ
れ
る
。

成
帝
期
に
は
、
災
異
に
對
す
る
關
…心
が
高
ま
る
。
成
帚

の
父
、
儒
教
好

き

の
元
帝

の
こ
ろ
か
ら
、
『漢
書
』

に
は
、
災
異

の
記
録
と
そ
れ
に
對
す

る
羣
臣

の
議
論
と
が
、
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。
災
異
解
釋
は
、
當
時

の

儒
者

の
重
要
な
役
割

で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
多
く

の
災
異
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
天
が
皇
帚

の
徳
を
讚
え

て
降
す
瑞
鮮
よ
り
も
、
災
異
の
方
が
遙

か
に
多

い
。
異
樣
な
印
象
を
與
え

る
。劉

向
は
、
成
帝
期

の
災
異
を
統
括

し
て
、
『春
秋
』

に
鑑
み
、
國
家

の

危
難
を
訴
え
、
天
子

に
反
省
を
促
す
。
彼
の
著
、
『洪
範
五
行
傳
論
』
は
、

過
去
の
災
異
に
照
ら
し
、
現
在
の
譴
告
を
見
る
に
切

で
あ
る
。
そ
の
読
は
、

現

『漢
書
』

の
五
行
志

に
見
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
、
當
時
、
儒
者
と
し

て
名
を
成
す
人
物
、
杜
鄰
、
谷
永
、
李
尋
ら
は
、
皆
、
災
異
に
解
釋
を
下

し
、
上
書
し
て
、
皇
帚
を
直
諫
す
る
。
災
異
解
釋
か
ら
は
、
漢
家

の
衰
蓮

は
、
明
ら
か
で
あ

っ
た
。

揚
雄
は
、
深

い
學
識
を
備
え
た
人
で
あ
り
な
が
ら
、
災
異
に
對
す

る
發
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(
42
)

言
を
餘
り
遺
し
て
い
な
い
。
同
時
代
の
谷
永
が
、
成
帝

に
頻
繁
に
書
を
奉

(
43
)

り
、
災
異
を
説
く
の
と
、
好
對

照
を
成
す
。
し
か
し
、
彼
自
身
が
、
災
異

に
對
す
る
見
識
を
備
え
て
い
た

の
は
、
『法
言
』
に
災
異
に
通
じ
た
人
と

(44

)

し
て
、
董
仲
舒
、
夏
侯
勝
、
京

房
の
名
を
擧
げ

る
事
か
ら
も
窺
、兄
る
。

そ
し
て
、
禮
制

の
整
備

に
も
關
心
が
向
か
う
。
賈
誼
以
來
、
漢
王
朝
獨

自

の
禮
制
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、
儒
者

の
最
大
の
懸
案
だ

っ
た
。
黄
老
思

想
が

「漢
家
之
法
」
で
あ
り
、
漢
の
制
度
が

「本
以
霸
王
道
雜
之
」

で
あ

る
の
は
、
純
粹
な
儒
學

の
立
場

か
ら
は
、
「紫
之
奪
朱
」
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ

の
ひ
と

つ
が
、
天
子
の
行
な
う
郊
祀
の
問
題

で
あ

っ
た
。

「甘
泉
賦
」
「河
東
賦
」

の
圭
題
、
甘
泉
泰
時
汾
陰
后
土
は
、
方
士
の
進

言
に
據

っ
て
、
武
帝
期
に
始
め
ら
れ
た
天
地
の
祭
り
で
あ
る
。
成
帚
初
年

に
、
こ
の
二

つ
の
祭
り
は
、
禮
制
上

の
議
論
を
呼
ん
だ
。
甘
泉
泰
時
に
つ

い
て
言
え
ば
、
天
を
祭
る
の
に
、
長
安

の
方
角
か
ら
み
て
、
眞
南

で
は
な

く
、
北
に
あ
り
、
泰
陰

に
あ
た
る
事
、
經
に
明
文
が
な
い
事
、
長
安
か
ら

遠
く
、
行
路
が
危
險
な
事
、
祭
祀

の
擧
行
に
、
多
く
の
時
日
と
勞
力
を
費

(
45
)

や
す
事
が
問
題
と
な

っ
た
。
匡
衡
ら
の
建
議
に
よ
り
、
甘
泉
泰
時
は
汾
陰

后
土
や
他

の
祠
と
共

に

一
度
廢

さ
れ
、
か
わ

っ
て
、
長
安
南
北
郊
が
、
正

(
46
)

式
な
天
地

の
祭
り
と
な
る
。
し
か
し
、
廢
止
直
後
、
甘
泉

の
竹
宮
に
大
風

が
吹

い
て
大
木
が
拔
け
る
災
異
が
起
こ
る
。
『漢
書
』
に
は
、
劉
向

の
言

葉
に
、
成
帚
が
、
廢
止
を
後
悔

し
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
成

帚
が
後
嗣
に
惠
ま
れ
な
い
た

め
に
、
永
始
四
年
、
甘
泉
泰
畤

は
復
活
さ

(47
)

れ

る
。

ま

た

、

大

規

模

な

圖

書

の
整

理

校

訂

が

、

劉
向

を

中

心

と

し

て
、

行

な

わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
儒
學

に
お
い
て
は
、
經
典

の
批
判
的
校
訂
を
意
味
す

る
。

(48
)

あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ま
で
に
あ

っ
た
辭
賦
が
集
め
ら
れ
、
整
理
さ
れ
た
。

も
う

一
つ
は
、
外
戚

の
跋
扈
跳
梁

で
あ
る
。
帚
母
王
太
后
、
寵
姫
許
氏

班
氏
趙
氏

の

一
族
が
、

か
わ
る
が
わ
る

一
朝

の
權
勢
を
傾
け
る
。
前
漢

の

滅
亡
、
王
莽
の
簒
奪
は
こ
の
と
き

に
凖
備
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代

に
、
揚
雄
は
、
辭
賦
作
家
と
し
て
歴
史

に
登
場
す
る
。

彼
の
學
識
と
文
才
は
、
災
異

の
議
論
と
直
諌

に
で
は
な
く
、
ま
ず
、
美
文

に
し
て
風
諌
の
具
、
辭
賦
に
向
け
ら
れ
た
。

後
嗣
に
惠
ま
れ
な
い
成
帚
は
、
經
に
明
文
が
な
い
と
し
て
、
師
位
後
ほ

ど
な
く
し
て
廢
し
た
、
甘
泉
泰
時
、
汾
陰
后
土

の
祭
を
復
活
さ
せ
る
。

二

つ
の
祭

に
從

っ
た
揚
雄
は
、
ま
ず
、
「甘
泉
賦
」
を
奉

り
、
天
子
を

諷
諌
し
た
。
「自
序
」
は
、
「甘
泉
賦
」

の
文
辭

に
據
り
つ
つ
、
作
賦

の
意

(
49
)

圖
を
述
べ
た
跋
を
收

め
る
。

甘
泉
は
本
と
秦
の
離
宮

に
因
り
、
既

に
奢
泰
た
り
。
而
う
し
て
、
武

帝

復
た
逋
天

・
高
光

・
迎
風
を
増
す
。
宮

の
外

近
く
は
則
ち
洪

崖

・
旁
皇

・
儲
胥

・
弩
陪
あ
り
、
遠
く
は
則
ち
石
闕

・
封
巒

・
枝

鵲

・
露
寒

・
棠
黎

・
師
得
あ
り
。
遊
觀
は

屈
奇
瑰
璋
、
木
は
摩
し

て
彫
ら
ず
、
牆
は
塗
り
て
畫
か
ず
ん
ば
非
ず
。
周
宣
の
考
す
る
所
、

般
庚

の
遷
す
所
、
夏
は
宮
室
を
卑
く
し
、
唐
虞
は

椽
三
等

の
制
あ

り
。
且

つ
其
れ
を
爲
す
や
已
に
久
し
矣
。
成
帝

の
造
る
所
に
非
ず
。

諌
め
ん
と
欲
す
れ
ぽ
則
ち
時
に
非
ず
、
默
せ
ん
と
欲
す
れ
ぽ
則
ち
已
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揚 雄 論

む
能
わ
ず
。
故
に
途

に
推

し
て
こ
れ
を
隲
好
し
、
乃
ち
上
は
帚
室
紫

宮
に
比
べ
、
此
れ
人
力

の
能
く
す
る
所
に
非
ず
、
鬼
神
に
黨
せ
ぽ
可

也
と
日
う
が
若
し
。
又

是

の
時

趙
昭
儀

方

に
大

い
に
幸
せ
ら

れ
、
甘
泉

に
上
る
毎

に
、
常
に
法
從
し
、
屬
車

の
聞

豹
尾
の
中
に

在
り
。
故

に

雄

聊

か
盛
ん
に

車
騎

の
衆
、
參
麗

の
駕
を
言
い
、

天
地
を
感
動
さ
せ
、
さ駕

ゼ
參
神

に
遡
す
る
所
以

に
非
ず
と
す
。
又

し
り
そ

し
り
ぞ

玉
女
を
屏
け
、
妃
を
郤
く
と
言

い
て
、
以
て
齊
肅

の
事
を
微
戒
す
。

秦
始
皇
帚
、
漢
武
帝

の
手

で
、
建
築

の
粹
を
凝
ら
し
、
こ
の
世

に
天
界

を
再
現
し
た
か
と
見
紛
う
ば

か
り
の
甘
泉
宮
。
豪
奢
な
宮
殿
は
、
質
素
を

旨
と
し
華
美
を
排
し
た
聖
王

の
忌
む
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
成
帚
が
建
築
し
た

譯

で
は
な
い
か
ら
、
諌
め
る

に
は
時
…機
を
逸
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

奢
侈
を
默

っ
て
見
過
ご
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
道
か
ら
逸
睨
し
た
行
爲
を
、

見
捨
て
て
置
け
な
い
揚
雄
。

一
言
多

い
男
だ
。

つ
ま
り
は
世
渡
り
が
下
手

な
の
だ
。

當
時
、
成
帚

の
後
宮
も
亂
れ

て
い
た
。
微
行
で
見

い
だ
さ
れ
た
宮
人
趙

飛
燕
は
皇
后
と
な
り
、
妹
は
昭
儀
、

一
朝

の
權
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て

(
50
)

い
た
。
天
に
繼
嗣
の
福
を
求

め
る
と

い
う
の
に
、
寵
愛

の
女
性
を
侍
ら
せ

て
い
る
と
は
。
揚
雄
は
辭
を
盛

ん
に
し
て
、
甘
泉
鹵
簿
を

『楚
辭
』

に
見

ら
れ
る
よ
う
な
天
界
飛
行

に
擬

し
、
寵
姫
を
神
仙

に
な
ぞ
ら
え
て
、
そ
れ

と
な
く
天
子

の
非
を
さ
と
そ
う
と
す

る
。
成
帚
は

「異
と
す
焉
」、
見
事

だ
、
と
は
感
じ
た
も
の
の
辭
賦

の
美
麗
さ
に
幻
惑
さ
れ
、
揚
雄

の
本
意

は

傳
わ
ら
な
か

っ
た
。

甘
泉
泰
時

の
時
節
は
、
『太

玄
』
で
は

「鏡
」

の
次
四

「時

に
鏡
、
利

(
51
)

う
し
か
ら
ざ
る
無
し
」
に
あ
た
る
。
進
取
は
時
宜
に
か
な

っ
て
い
る
か
ら
、

す
べ
て
よ
い
。
も

の
み
な
生
命
を
噴
き
出
そ
う
と
す
る
初
春
だ
。

續
く
汾
陰
后
土

の
祭

に
も
、
揚
雄
は
從

い
、
賦
を
奏
上
し
た
。

ひ
き
い

其

の
三
月
、
將

に
后
土
を
祭
ら
ん
と
し
て
、
上

乃
ち
羣
臣
を
帥

て

大
河
を
攤
ゲ
、
汾
陰
に
潔
く
。
既
に
祭
る
。
行
き
て
介
山
に
遊
び
、

よ
ぎ

か
え
り

み

安
邑
を
囘
り
、
龍
門
を
顧
み
、
鹽
池
を
覽
、
歴
觀
に
登
り
、
西
嶽

に

の
ぼ

お

陟
り
て
以
て
八
荒
を
望
み
、
殷
周
之
虚
を
迹

い
、
眇
然
と
し
て
以

て

唐
虞

の
風
を
思
う
。
雄

以
爲
く
川
に
臨
み
て
魚
を
羨
む
は
、
歸
り

あ
み

て
罔
を
結
ぶ
に
如
ず
、
と
。
還
り
て
河
東
賦
を
上
り
以
て
勸
む
。

祭

の
後
、
い
に
し
え
の
聖
王
逹
ゆ
か
り

の
地
を
め
ぐ
り
、
自
ら
も
徳
を

ひ
と
し
く
し
た
い
も
の
だ
と
望
む
成
帝
に
、
ご
自
分
で
太
平

の
治
を
興
さ

れ
る
の
が

一
番
で
す
と
、
勸

め
る
揚
雄
。
「河
東
賦
」
を
讀

ん
で
、
果
た

し
て
、
成
帚
は
ど
う
思

っ
た
の
か
。
以
後

の
賦

に
は
、
成
帚

の
反
應
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
は
、
揚
雄

の
諷
諌
が
さ

っ
ぱ
り
實
を
結

ぽ
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

后
土

の
祭
の
時
期
は
、
『太
玄
』
で
は
、
「更
」
の
上
九

「其

の
徳
を
終

(52

)

え
ず
。
三
歳
に
し
て
代

る
を
見
る
」
に
あ
た
る
。
綏
和
二
年
、
后
土

の
祭

を
終
え
ほ
ど
な
く
、
成
帚
は
俄
に
崩
じ
た
。
そ
し
て
、
外
戚
が
漢
家
を
食

い
つ
ぶ
し
て
行
く

の
で
あ
る
。

「甘
泉
賦
」
「河
東
賦
」
は
、
題
を
祭
祀
に
取

っ
て
は
い
る
が
、
描
寫

の

力
點
は
祭
祀
そ

の
も

の
で
は
な
く
、
甘
泉
鹵
簿
や
甘
泉
宮

の
贅
を
盡
く
し

た
壯
麗
な
さ
ま
、
后
土

の
後
の
成
帚
の
巡
幸
に
置
か
れ
て
い
る
。
圭
題
以

外
の
事
柄

に
流
麗
な
筆
を
揮
い
、
現
實
よ
り
も
誇
大
に
表
現
す
る
の
が
、
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揚
雄

の
諷
諫

の
手
法
だ
。
し
か
し
、
そ
の
表
現
の
成
功
は
、
か
え

っ
て
意

圖
を
誤
解
さ
れ
、
逆
效
果
と
な

る
危
險
を
は
ら
ん
で
い
る
。

「自
序
」
で
は
、
四
賦

の
三
番
目
に
置
か
れ
る
の
が
、
「
羽
獵
賦
」
だ
。

し
か
し
、
傳
贊
に
は
、

初
め
、
雄

年
四
十
餘
り
、
獨
自
り
來
至
し
て
京
師
に
游
ぶ
、
大
司

馬
車
騎
將
軍
王
音

其

の
文
雅
を
奇
と
し
、
招
じ
て
以
て
門
下
史
と

爲
し
、
雄
を
待
詔
に
薦
む
。
歳
餘
、
羽
獵
賦
を
奏
し
、
除

せ
ら
れ
て

郎
と
爲
り
、
給
事
黄
門
た
り
、
王
莽

・
劉
敵
と
竝
ぶ
。

(
53
)

と
あ
り
、

こ
れ
が
成
帚
に
奉

っ
た
最
初
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

季
節
は
、
春
か
ら
冬

へ
と
移

っ
て
い
る
。
甘
泉
泰
時
と
汾
陰
后
土

の
春

の
天
地

の
祭
を
主
題

に
す
る
二
賦
と
成
帝

の
田
獵
を
扱
う
二
賦
と
は
、
二

つ
で

一
組

で
、
い
ず
れ
も
四
時

の
循
環
に
し
た
が
う
天
子

の
行
事
に
取
材

し
、
生
命

の
横
溢
す
る
春
と
殺
戮

の
冬
と
が
對
を
な
し
、
順

に

一
年
が
め

ぐ
る
構
造

に
な

っ
て
い
る
。

其

の
十
二
月

羽
獵
す
。
雄
從
う
。
以
爲
く

む
謝
在
二
帚
三
王
、
宮

わ
ず
か

館

・
臺
謝

・
沼
池

・
苑
囿

・
林
麓

・
藪
澤
は
戝
に
以
て
郊
廟
に
奉
じ
、

賓
客

に
鶴
め
庖
厨
に
充

つ
る
に
足
る
而
已
。
百
姓

の
膏
腴

穀
土
桑

拓

の
地
を
奪
わ
ず
。
女
に
餘
布
有
り
、
男
に
餘
粟
有
り
。
國
家

殷

こ
も
ご
も

富

(さ
か
え
と
み
)
し
、

上
下
、

交

足
る
。
故
に
甘
露
は
其

の
庭

に
零
り
、
醴
泉
は
其

の
唐

に
流
れ
、
鳳
皇

は
其
の
樹

に
巛果
つ
く
り
、

い
た

黄
龍
は
其

の
沼
に
游
び
、
麒
麟
は
其

の
囿
に
臻
り
、
神
爵
は
其

の
林

に
棲
む
。
婁

苞

禹
は
盆

を
虞
に
任
じ
て
、
上
下
和
し
、
屮
木
茂
る
。

成
湯
田
を
好
め
ど
も
天
下

の
用
足
り
、
文
王
の
囿

百
里
と
い
え
ど

も
、
民

以
爲
く
尚
お
小
な
り
と
。
齊
宣
王

の
囿

四
十
里
、
民

以
爲
く
大
な
り
と
。
民
を
裕

か
に
す
る
と

民
を
奪
う
と
也
。

美
美
し
く
、
嚴

し
い
校
獵

の
さ
ま
を
眺

め
な
が
ら
揚
雄
は
思
う
。

か
つ

て
堯

・
舜
や
夏

・
殷

・
周

の
三
代
の
御
代

で
は
、
宮
殿
や
庭
園
、
山
野
を

驅
け
る
狩
獵
は
、
砠
先
に
そ
な
え
、
賓
客

に
嚮
し
、
賄

い
に
あ
て
れ
ば
そ

れ
で
濟
ん
だ
。
民
を
收
奪
せ
ず
、
國
中
が
み
な
ゆ
た
か
だ

っ
た
。
だ
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
瑞
詳
が
自
然
に
到

っ
た
の
だ
。
民
を
ゆ
た
か
に
す
る
聖
王
の

狩
獵

に
は
、
何

の
問
題
も
な
か

っ
た
。
禹
し
か
り
、
湯
王
し
か
り
、
文
王

し
か
り
。
し
か
し
、
齊

の
宣
王
の
ご
と
く
民
か
ら
收
奪
す
る
と
、
不
滿
が

聞
か
れ
た
。

武
帚

廣
く
上
林
を
開
き
、
南

の
か
た
宜
春

・
鼎
胡

・
御
宿

・
昆
吾

そ

に
至
り
、
南
山
に
瀕

い
て
西
し
、
長
楊

・
五
柞

に
至
り
、
北

の
か
た

め
ぐ

そ

黄
山
を
繞
り
、
渭
に
瀕

い
て
東
し
、
周
袤

(ま
わ
り
)
は
數
百
里
、

昆
明
池
を
穿
ち
、
河
を
象
り
、
建
章

・
鳳
闕

・
神
明

・
馭
娑
を
營
み
、

漸
臺

・
泰
液

は
海
水

の
方
丈

・
瀛
洲

・
蓬
莱
を
周
流
す
る
を
象
り
、

游
觀

侈
靡

に
し
て
、
妙
を
窮
め
麗
を
極
む
。
頗

る
其

の
三
垂
を
割

に
ぎ
わ

き
て

以
て
齊
民
を
瞻
す
と
雖
も
、
然
も
羽
獵

の
、
田
車

・
戎
馬

・

は
な
は

器
械

・
儲
僑

禁
禦

の
營
む
所

に
至

て
は
尚

お
泰
だ
奢
麗

誇
詔

(お
お
が

か
り
)

に
し
て
、
堯

・
舜

・
成
湯

・
文
王

の
三
驅

の
意

に

非
ざ
る
也
、
又

後
世

復
た
前
好
を
修
め
、
折
中
す
る
に
泉
臺
を

以
て
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
故

に
聊
か
校
獵
賦
に
因
り
て
以
て

風
す
。

そ
し
て
、
漢
武
帝
は
廣
大
な
上
林
苑
を
開
い
た
。
そ
の
規
模
は
前
代
未
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揚 雄 論

聞
、
設
備
も
豪
奢
の
限
り
を

つ
く
し
、
昔

の
聖
王

の
田
獵
の
意
義

に
背
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
當
代
を
見
て
、
後
世
の
人
は
、
奢
侈
に
流
れ
、
前

代

の
豪
奢
を
捨
て
置

い
た
泉
臺

の
例
を
汲
み
取
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配

に
な

っ
た
。
こ
れ
が
、
「羽
獵
賦
」
の
諷
諌

の
意
圖
で
あ
る
。

『太
玄
』
で
は
、
「閑
」

の
次

四
に
あ

た
る
時
節
だ
。
「測

に
曰
く
、
我

が
輓
輒
を
拔
く
、
貴
ぶ
に
信

を
以

て
す
る
也
」、
民
を
治
め
る
に
は
、
信

(54

)

を
と
う
と
ぶ
こ
と
だ
。

最
後

の

「長
楊
賦
」
は
、
成
帚

の
元
延
二
年

に
、
胡
客
を
し
た
が
・兄
て

(55
)

行
わ
れ
た
校
獵
を
題
材
と
す
る
。

し
か
し
、
序

に

明
年
、
上

將
に
大

い
に
胡
人
に
誇
る
に
禽
獸
多
き
を
以
て
す
。
秋
、

右
扶
風
に
命
じ
て
民
を
發
し
て
南
山

に
入
ら
し
め
、
西
の
か
た
襃
斜

自
り
、
東

の
か
た
弘
農

に
至
り
、
南

の
か
た
漢
中

に
毆
り
、
羅
罔

宜
罘
を
張
り
、
熊
羆

豪
豬

虎
豹
犹

(お
な
が

ざ

る
)

攫
(
て
な

が
ざ

る
)

狐
菟

麋
鹿

を
捕
え
、
戴
す

る
に
檻
車
を
以
て
し
、
長

あ
み

楊

の
射
熊
館

に
轍
し
、
罔
を
以

て
周
隊
(
か
こ
い
)
と
爲
し
、
禽
獸

は
な

う

を
其

の
中
に
縱
ち
、
胡
人

を
し
て
手
ず
か
ら
こ
れ
を
摶
ち
、
自
ら
其

の
獵
智
取
ら
し
め
、
上

み繍
ら
臨
觀
す
焉
、
是

の
時

農
民

收
斂

す
る
を
得
ず
。
雄

從

い
て
射
熊
館

に
至
り
、
還
り
て
長
楊
賦
を
上

る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
收
穫
期

の
農

民
を
徴
發
し
て
、
獵

の
凖
備
が
行
わ
れ
た

た
め
、
農
民
逹
は
取
り
入
れ
が

で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
本
文
で
は
、

子
墨
客
卿

の
口
を
借
り
て
、

然
り
と
雖
も
、
亦
た
頗

る
農
民
葱
飃
尹
こ
と
、
三
旬
有
餘
。
其

の
塵

(
つ
と
め
)
至
れ
り
矣
、
而
も
功
圖
ら
ず
。

と
、
そ
の
勞
役
は

一
月
餘
り
も
續
き
、
し
か
も
農
民
の
本
來

の
勤
め
は
果

た
せ
ず
、

一
年

の
業
が
徒
勞
に
終
わ

っ
た
事
を
言
う
。

こ
れ
は
、
天

の
氣
を
亨
け
、
四
時
に
順

い
、
民
を
司
る
天
子
の
な
す

べ

き
所
行

で
は
な
い
。
揚
雄
は
筆
と
墨
を
圭
人
と
客
と
に
見
立
て
た
問
答
體

で
、

こ
の
た
び

の
校
獵
を
諷
す
る
。
何
悼

は
、
こ
の
二
賦

の
體
を
、
「羽

獵
賦
」
は

「上
林
賦
」

の
擬
作
、
「長
楊
賦
」
は

「難
蜀
父
老
」

の
擬
作

(
56
)

で
あ
る
と
評
す
る
。

昌

農
民
が
徴
發
さ
れ
た
時
期
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
校
獵
が
冬

に
行

わ
れ
、
そ
の

一
月
以
上
も
前
と
言
え
ば
、
秋
分

の
頃
だ
ろ
う
か
。

『太
玄
』

あ
た

で
は
、
「飾
」

の
次
七

「言
う
時

に
丁
ら
ず
、
辭

に
微
な
り
、
上
に
疑
わ

る
、
測

に
曰
く
、
言
う
時
に
丁
ら
ず
、
何
ぞ
章
ら
か
に
す
可
け
ん
也
」
に

あ
た
る
。
直
言
す
べ
き
時
で
は
な
い
。
微
辭
を
以
て
、
諷
諌
す
べ
き
だ
。

(
57
)

は

っ
き
り
も

の
を
言
え
ぽ
、
眞
意

は
理
解
さ
れ
ず
、
君
に
疑
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
辭
賦

に
よ
る
揚
雄

の
諷
諌
も

「
長
楊
賦
」
を
も

っ
て
終
わ
り

を
告
げ
る
。

周
正
か
ら
秋

の
終
わ
り

へ
、
そ
し
て
冬

の
校
獵
。
揚
雄
が
う
た

っ
た
辭

賦
の
四
時
は
ひ
と
め
ぐ
り
し
た
。
五

つ
の
賦
は
、
四
時

の
循
環
に
沿

っ
て
、

竝
べ
ら
れ
、
天
の
め
ぐ
り
、
人
の
世

の
い
と
な
み
を
封
じ
込
め
、
永
遠
の

時
間
に
歸
す
る
。

「
反
離
騒
」

か
ら

「
長
楊
賦
」

へ
至
る
作
風
は
、
屈
原

の
擬
作
か
ら
、

司
馬
相
如
流

の
華
麗
な
辭
賦
に
よ
る
諷
諌
、
そ
し
て
更
に
諷
諫

の
意
を
強

調
す
る
主
客
問
答

の
體

へ
と
移
る
。
こ
れ
は
、
揚
雄
の
意
圖
的
な
編
集
だ
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ろ
う
。

本
傳
で
は
、
「長
楊
賦
」

の
後

に
、
直
接

「解
嘲
」
序
が
置
か
れ
る
。

こ
の
間

に
挾
ま
れ
る
べ
き

「酒

箴
」
「趙
充
國
頌
」

に
は
ふ
れ
ず
、
辭
賦

の
愛
好
者
成
帚

の
死
に
は
、
言

及
さ
れ
な
い
。

も
ろ
も
ろ

哀
帝

の
時
、
丁
傅
、
董
賢
事
を
用

い
、
諸

の
こ
れ
に
附
離
す
る
者
、

家

よ
り
起
り
て

二
千
石

に
至
る
。
時

に

雄

方

に
太
玄
を
草
し
、

以
て
自
守
泊
如

た
る
有
る
也
。
或
ひ
と
雄
を
嘲
け
る
に
玄

の
尚
お
白

き
を
以
て
す
。
雄

こ
れ
を
解
き
號
し
て
解
嘲
と
日
う
。

か
つ
て
の
同
僚
、
竇
賢
等

の
榮
華
を
よ
そ
に
、
揚
雄
は

『太
玄
』

の
執
筆

に
專
念
す
る
。
作
風
は
、

一
轉

し
、
東
方
朔
が

「滑
稽
」
か
ら
、
プ

ラ
ク

テ
ィ
カ
ル
な
政
治
家
を
め
ざ
し
、
武
帚
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
後

の

作
、
「答
客
難
」
を
襲
う
も
の
と
な
る
。
文
體
は
、
「長
楊
賦
」
に
續
き
、

圭
客
問
答
の
體
だ
。
作
品
は
、

現
實
の
政
治

に
對
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
の
且
ハ

で
は
な
く
、
「自
守
」

の
辯
護
を
す
る
。
「解
嘲
」
で
觸
れ
ら
れ
た
、
宦

に

就
き
な
が
ら
出
世
榮
逹
を
望
ま
な
い
態
度
、
所
謂

「朝
隱
」
は
、
以
後
、

揚
雄

の
生
き
方
と
な
る
。
辭
賦

に
よ

っ
て
立

つ
事

の
叶
わ
な
か

っ
た
揚
雄

の
挫
折

で
あ
る
。
言
葉
も
行
動

も
、
ま
た
し
て
も
思
う
よ
う
に
は
受
け
取

ら
れ
な
か

っ
た
。
「清
靜
」

に
續
き
、
「朝
隱
」
も
同
じ
く
、
や
む
を
得
ず

し
て
擇
ら
れ
た
生
き
方
だ

っ
た

の
だ
。

「自
序
」
は
い
う
。

雄

以
爲
く
賦
な
る
者
は
、
將

に
以
て
風
せ
ん
と
す
る
也
。
必
ず
類

を
推
し
て
言
え
ば
、
麗
靡

の
辭
を
極
め
闕
侈
鋸
衍
、
人
を
し
て
加
う

る
こ
と
能
わ
ざ
ら
使
む
る
を
競
う
也
。
既

に
乃
ち
之
を
正
に
歸
す
る

も
、
然
れ
ど
も
覽
る
者
已
に
過

て
り
矣
。
往
時

武
蒂
神
仙
を
好
み
、

相
如

大
人
賦
を
上
り
、
以

て
風
せ
ん
と
欲
す
。
帝

反

っ
て

縹

標
と
し
て
陵
雲

の
志
有
り
。
是

に
緜
り
て
之
を
言
え
ば
、
賦
は
勸
め

て
止
ま
ざ
る
こ
と
、
明
か
な
り
矣
。
又

頗
る
俳
優
淳
于
髭
優
孟

の

徒

に
似
、
法
度

の
存

る
所
、
賢
人
君
子

の
詩
賦
の
正
に
非
ざ

る
也
。

是

に
於
い
て
輟
め
て
復
た
爲
さ
ず
。

揚
雄
は
、
過
度

の
修
辭

の
た
め
に
、
諷
諌

の
效
用
を
果
た
さ
ず
、
む
し

ろ
、
逆
效
果
と
な
る
辭
賦
の
あ
り
方

に
疑
問
を
抱
き
、
以
後
、
作
賦
の
筆

を
折

っ
た
。

こ
の
部
分
は
、
は
じ
め
の

「顧
嘗
好
辭
賦
」
と
呼
應
す
る
。

す
な
わ
ち
、
「自
序
」
は
、
「顧
嘗
好
辭
賦
」
と
辭
賦
論
と
が

一
つ
の
枠
に

な
り
、
そ
の
中

に
辭
賦
を
圍
い
込
む
構
造
と
な

っ
て
い
る
。

(
58
)

『法
言
』
で
揚
雄
は
言
う
。

或
ひ
と
問
う
。
吾
子

少
く
し
て
賦
を
好
め
る
か
、
曰
く
、
然
り
、

童
子

の
雕
蟲
篆
刻
、
と
。
俄
に
し
て
曰
く
、
壯
夫
は
爲
さ
ざ
る
也
、

と
。
或
ひ
と
問
う
、
賦
は
以
て
諷
す
可
き
乎
。
曰
く
、
諷
乎
。
諷
す

れ
ば
則
ち
已
む
。
已
ま
ざ
れ
ぽ
、
吾
れ
勸
む
る
を
免
れ
ざ
る
を
恐
る

る
也
、
と
。
或
ひ
と
曰
く
、
霧
轂
の
組
麗
か
、
と
。
曰
く
、
女
工
の

蠧
矣
、
と
。

「
雕
蟲
」
を
、
汪
榮
寶

は
、
『説
文
解
字
』
敍

に
見
え
る
、
繁
雜
な
書
體

(59

)

「蟲
書
」
に
解
す
。
さ
す
れ
ば

「雕
蟲
篆
刻
」

は
、
文
字

の
機
能
が
傳
逹

に
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
勞
多
く
し
て
、
實
り
少
な

い
小
手
先
の
技
で
あ
り
、

文
章

に
お
け
る
辭
賦
は
、
そ
の
表
現

の
過
度

の
修
辭
性
に
よ
り
、
大
道
に

通
じ
得
な

い
も
の
と
し
て
、
文
字
に
お
け
る
そ
れ
ら
に
當
る
。
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揚 雄 論

修
辭
の
美
し
さ
は
、
薄

い
レ
ー
ス
編
み
の
よ
う
に
、
纎
細
華
麗

に
見
え

る
が
、
女
性
本
來

の
仕
事
を
損

な
う
も

の
、
雕
蟲
篆
刻

に
類
す
る
も
の
で

し
か
な
い
。
こ
こ
に
は
、
『淮
南
子
』
齊
俗
訓

に
み
ら
れ
る
、

夫
れ
雕
琢
刻
鏤
は
、
農
事

を
傷
る
者
也
。
錦
繍
纂
組

は
、
女
工
を
害

う
者
也
。
農
事
廢
れ
、

女
工
傷
ら
る
れ
ば
、
則
ち
飢

の
本
に
し
て
寒

の
原
也
。

奢
侈
、

つ
ま
り
過
度

に
ア
ー
テ

ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
も

の
へ
の
戒
め
が
反
映

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
成
帚
に
奉

っ
た
四
賦
で
の
、
諷
諌

の
圭
眼

で
あ

っ
た
の
だ
が
。

さ
て
、
『禮
記
』
曲
禮
上
に
は
、
「三
十
日
壯
」
と
あ
る
。
今
見
た
よ
う

に

「
反
離
騷
」

は
三
十
歳
前

後
、
「七
略
」
に
取
ら
れ
る
成
帚
期

の

「
甘

泉
賦
」
「
河
東
賦
」
「
羽
獵
賦
」
「長
楊
賦
」
の
四
賦
は
、
四
十
代
前
牛

の

作
で
あ
る
。
彼

の
辭
賦
は
、
實

は

「壯
夫
」

の
作
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

成
帚
詔
し
て
甘
泉
賦
を
作

ら
し
む
。
卒
暴

(に
わ
か
)
に
逑
に
倦
臥

し
、
五
臟
地

に
出
で
、
手

を
以
て
之
を
内

に
收
む
る
を
夢
む
。
覺
む

る
に
及
び
氣
病
む
こ
と

一
年
。
此
に
由
り
て
之
を
言
わ
ば
、
思
慮
を

(
60
>

盡

せ
ば
精
神
を
傷

る
也
。

と
ま
で
い
う
、
表
現
に
傾
け

た
努
力
が
、
朝
廷
で
の
重
用
と
い
う
形
で
は

報

い
ら
れ
な
か

っ
た
後
、
揚
雄

は
、
司
馬
相
如
流
の
華
麗
な
辭
賦
を
捨

て

る
。さ

ら
に
、
問
題
點
を
絞
る
。

「文
質
彬
彬
」
と
い
う
ご
と
く
、
「質
實
」
と

「外
文
」
と
の
兼
ね
合

い

は
、
思
想
に
お
い
て
も
、
戝
政
が
疲
弊

の
極
み
に
あ

っ
た
現
實
の
政
治

に

お
い
て
も
、
當
時
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
文
辭

に
お
い
て
は
、
内
容
と

修
辭

の
關
係

で
あ
る
。

「
文
」
の
原
羲

は

「
も
よ
う
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
人
聞

の
文
化
的

營
み
全
體
を
お
お
う
。
儒
家

に
あ

っ
て
は
、
「禮
樂
法
度
」

で
あ
る
。
揚

(
61

)

雄

は

『
法

言

』

に

い

う
、

か
ざ

聖
人
は
質
を
文
る
者
也
。
車
服
は
以
て
之
を
彰

か
に
し
、
藻
色

は
以て

て
之
を
明
か
に
し
、
聲
音
は
以
て
之
を
揚
げ
、
詩
書
は
以
て
之
を
光

ら
す
。
篷
豆
陳
ば
ず
、
玉
帛
分
た
ず
、
琴
瑟
鏐
ら
ず
、
鍾
鼓
擒

た
ず

ん
ば
、
則
ち
吾
以
て

聖
人
を
見
る
無
し
矣
。

「文
」
は
内
に
祕
め
ら
れ
た

「質
」
を
外
に
顯
す
。
「文
」
の
あ
り
よ
う
、

則
ち
眞
理

の
あ
ら
わ
れ
が
、
聖
人

の
定
め
た
禮
樂
法
度

で
あ
り
、
經
典
で

あ
る
。
「文
」
は
、
過
去
の
聖
人
に
遭
う
事
が

か
な
わ
な
い
後
世

の
者
が
、

聖
人
を
知
る
よ
す
が
な
の
だ
。

そ
れ
が
、
現
在
の
君
子
の
行
い
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、

或
る
ひ
と
問
う
、
君
子

言
え
ぽ
則
ち
文
を
成
し
、
動
け
ば
則
ち
徳か

ざ

み

を
成
す
、
何

を
以

て
也
。
曰
く
、
其

の
中
弸

つ
る
を
以

て
外

を
彪

(
62

)

る
也
。

君
子

の

「質
」
は
、
言
動

で
は

「文
」
、
行
動

で
は

「徳
」
と
し
て
、
外

に
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
の
意
味

で
、
揚
雄
は
、
修
辭
を
否
定
し
な

い
。

或
ひ
と
問
う
、
良
玉
彫
ら
ず
、
美
言
文
ら
ず
、
何

の
謂
い
そ
也
。
曰

く
、
玉
彫
ら
ざ
れ
ば
、
興
蟠

器
を
作
さ
ず
。
言
文
ら
ざ
れ
ば
、
典

(
63
)

謨

經
を
作
さ
ず
。
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そ
の
盛
ら
れ
て
い
る
内
容
が
、
玉

の
美

で
あ
り
、
言

の
美
で
あ
れ
ば
、
そ

の
美
を
最
大
限
に
活
か
す
べ
く
、
彫
刻
し
、
修
辭
を
施
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う

「美
」
は
、
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
、
祭
器
と
、
典
謨

で
あ
る
上
は
、
眞
理
の
あ
ら
わ
れ
、
先

の
句

の

「文
」
を
言
い
替
え
た
も

の
だ
。

「文
」
と

「質
」
と
を
、
文
辭
に
關
し
て
い
う
の
は
、
次

の
句

で
あ
る
。

或

ひ
と
問
う
、
君
子
辭
を
尚
ば
ん
乎
。
曰
く
、
君

子
事
を
こ
れ
尚

と
爲
す
。
事
、
辭
に
勝
て
ぽ
、
則
ち
、
伉
。
辭
、
事

に
勝
て
ぽ
則
ち

か
な
え

賦
。
事
辭
稱
ば
則
ち
經
。
言
う
に
足
り
、
容

る
る
に
足
る
は
、
徳

の

(
64
)

藻
り
也
。

「辭
」、
言
語
表
現
に
は
、
「事

」、
内
容
が
必
要

で
あ
る
。
君
子
は
、
内
容

の
件

っ
た
言
語
表
現
を
第

一
に
考
え
る
。
言
語
表
現
が
内
容
に
比
し
て
、

貧
弱
で
あ
れ
ば
、
「伉
」
、
無
味
乾
燥
な
も
の
に
な
る
。
言
語
表
現
が
、
内

容
よ
り
も
、
修
辭
に
流
れ
れ
ば
、
そ
れ
が

「賦
」

で
あ
る
。
内
容
と
表
現

と
が

一
致
し
た
も
の
が
、
「經

」、
眞
理
を
傳
え
る
、
聖
人
の
著
作

で
あ
る
。

表
現
と
内
容
と
が
過
不
足
な
い
文
章
は
、
徳
を
飾
る
も
の
で
あ
る
。

辭
賦
作
家
と
し
て
出
發
し
た
揚
雄
は
、
「辭
勝
事
則
賦
、
事
辭
稱
則
經
」

と
い
う
認
識

に
至
る
。
辭
賦
の
本
質
は
、
過
度

の
修
辭
性
に
あ
る
。
さ
れ

ば

こ
そ
、

或
ひ
と
問
う
、
景
差
唐
勒
宋
玉
枚
乘

の
賦
也
、
盆
あ
る
乎
。
曰
く
、

必
ず
也
、
淫
。
淫
な
れ
ば

、
則
ち
奈
何
。
曰
く
、
詩
人
の
賦
は
、
麗

に
し
て
則
、
辭
人

の
賦
は
、
麗
に
し
て
淫
。
如
し
孔
子
の
門

賦
を

用
う
る
也
、
則
ち
、
賈
誼

は
堂
に
升
り
、
相
如
室

に
入
る
矣
。
其
れ

(65
)

用

い
ざ
れ
ぽ
如
何
。

(
66
)

別
な
言

い
方
も
さ
れ
る
。

揚
雄
以
爲
く
、
靡
麗
の
賦
は
、
百
を
勸
め
て

一
を
風
す
。
獪
お
鄭
衞

は
な
は

の
聲
を
騁
せ
、
曲
終
わ
り
て

雅
を
奏
す
る
が
ご
と
し
。
已
だ
戲
れ

な
ら
ず
乎
。

修
辭
偏
重

に
陷

っ
た
辭
賦
は
、
た
だ

一
つ
の
諷
諌
を
な
す
た
め
に
、
多

く
の
濫
辭
を
費
や
す
。
孔
子
が
、
「淫
」
と
退
け
た
、
鄭
衞

の
刺
激
的
な

音
樂
を
十
二
分

に
堪
能
し
た
あ
げ
く
に
、
正
し
い
晋
樂

で
あ
る
雅
を
言

い

譯

の
よ
う
に
演
奏
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
た
だ
の
お
遊
び
で
は
な
い
か
。

「詩
人
之
賦
」
と

「辭
人
之
賦
」
と
は
、
ま
さ

に
こ
の
關
係

に
あ
る
。
眞

理
に
裏
打
ち
さ
れ
な
い
う

つ
く
し
さ
は
、
「淫
」

で
し
か
な

い
。

辭
賦
の
美
し
さ
は
、
修
辭

に
あ
る
。
注
意
深
く
え
ら
ぼ
れ
、
雕
琢
さ
れ
、

該
博
な
知
識
を
差
し
挾
み
、
他

の
者
が
そ
れ
以
上
の
表
現
を
加
え
ら
れ
な

い
ま
で
に
驅
使
さ
れ
た

レ
ト
リ

ッ
ク
は
、
讀
む
者

の
目
を
眩
し
、
添
え
ら

れ
た
諷
諫

の
語
を
そ
れ
と
氣
付
か
せ
ず

に
終
わ
る
。
「風
」

で
は
な
く
、

「
勸
」、
逆
の
結
果
を
招
く
。
か
つ
て
の
司
馬
相
如

の

「大
人
賦
」
の
轍
を
、

司
馬
相
如

の
後
繼
者
を
任
じ
、
成
帚
に
四
賦
を
奉

っ
た
揚
雄
も
踏
ん
だ

の

で
あ
る
。
現
在

の
辭
賦
、
す
な
わ
ち
、
司
馬
相
如
流
の
辭
賦
で
は
諷
諌
は

不
可
能
だ
。
表
現
だ
け
が
問
題
な
の
で
は
な

い
。
辭
賦
を
も

っ
て
立

つ
者

は
、
所
詮
支
配
者

の
お
も
ち
ゃ
、
君
子
の
則
る
べ
き
道
で
は
な
い
。

『法
言
』
に
は
次
の
言
葉
が
あ

る
。

(67
)

吾

震
風
の
能
く
聲
瞶
を
動
か
す
を
見
ざ
る
也
、

聞
く
耳
を
持
た
な
け
れ
ば
、
震
雷
大
風
に
す
ら
驚
く
こ
と
は
な
い
。
辭
賦
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揚 雄 論

に
よ

っ
て
も
、
揚
雄

の
聲
は
屆

か
な
か

っ
た
の
だ
。

こ
う
し
て

「自
序
」
を
讀
む
と
、
辭
賦
に
關
す
る
議
論
は

一
貫
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
揚
雄
が
目
指
し
た

「諷
諌
」
と
は
、
既

に

時
代
錯
誤
の
行

い
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
經

に
天
子
の
行

い
を
照
ら
し
、

司
馬
相
如
に
な
ら

っ
て
作
ら
れ
た
四
賦
は
、
揚
雄

の
文
名
を
京
師
に
轟
か

せ
た
に
違

い
な

い
。
『七
略
』
が
既

に
揚
雄
の
四
賦
を
收
め
る
の
は
、
反

響

の
大
き
さ
を
し
の
ば
せ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
「解
嘲
」
が
生
ま
れ
る
素

地
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
華
麗
な
作
風

に
似
合
わ
ぬ
、
貧
相
で
ロ
ベ

た
な
田
舍
者
の
中
年
男
。
し
か
も
、
眞
面
目
に
辭
賦
が
諷
諌

の
役
割
を
果

た
す
と
信
じ
て
い
る
野
暮
天
。
身
體
と
文
辭

の
乖
離
、
的
外
れ
な
田
舍
者

の
ひ
た
む
き
さ
を
、
洗
練
さ
れ
、
底
意
地

の
惡
い
京
師

の
人
々
は
笑
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ

の
當
時

は
も
ち
ろ
ん
、
ま
し
て

「投
閣
」

の
後
は

な
お
さ
ら
だ
。

「自
序
」
に
見
え
る
揚
雄

の
辭
賦
論

は
、
確
か
に
現
實

の
政
治

か
ら
、

世
界
の
法
則

(『太
玄
』
)、
人

生

の
哲
理

(『法
言
』
)
に
向

か
う
、
揚
雄

の
囘
心
を
物
語
る
も
の
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
同
時

に
辭
賦
に
傾
け
た
情

熱

に
對
す
る
辯
明
で
も
あ

っ
た

は
ず
だ
。
「自
序
」
の
辭
賦
論
と

『法
言
』

以
下
の
著
作
と
の
整
合
性
は
見
事
だ
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
肩
肘
を
張
る
必

要
は
な
い
の
だ
が
、
揚
雄
は
そ
う
い
う
男
な
の
で
あ
る
。

「投
閣
」
の
の
ち
、
死

に
瀕

し
た
揚
雄

は
し
ば
ら
く
官
を
離
れ
て
い
た

(
68
)

が
、
再
び
召
さ
れ
て
大
夫
と
な

っ
た
。

元
后
傳
は
、
王
莽
始
建
國
五
年
に
亡
く
な

っ
た
元
后

の
た
め
に
揚
雄
が

書

い
た

「元
后
誄
」
の

一
部
を
載
せ
る
。
「投
閣
」
を
き

っ
か
け

に
、
王

莽
は
揚
雄

の
文
才
を
思

い
だ
し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
本
傳
は
王
莽
と
の

關
わ
り
に
は
い
っ
さ

い
觸
れ
な
い
。

傳
贊
も
、

莽

位
を
簒
す
る
に
及
ん
で
、
談
読
の
士

符
命
を
用

い
、
功
徳
を

稱
し
て
封
爵
を
獲
る
者

甚
だ
衆
し
、
雄

復
た
侯
せ
ら
れ
ず
、
耆

老
久
次
を
以
て
轉
じ
て
大
夫
と
爲

る
。
勢
利
に
恬
た
る
こ
と
乃
ち
是

の
如
し
、

と
、
揚
雄
が
文
辭
を
成
し
た
事

に
は
觸

れ
ず
、
か
え

っ
て

「自
序
」
の

「不
汲
汲
於
富
貴
」
「時
雄
方
草
創
太
玄
、
有
以
自
守
泊
如
也
」

の
言
葉
を

補
う
。
同
じ
頃

「劇
秦
美
新
」
は
作
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
。

そ
し
て
、
も
う

一
つ

「自
序
」
が
觸
れ
な
い
の
が
、
揚
雄
と
蜀
と
の
關

わ
り
だ
。
揚
雄

は

「蜀
都
賦
」
『蜀
王
本
紀
』

の
著
者
と

さ
れ
、
ま

た

『方
言
』
を
編
纂
し
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、
「自
序
」

に
も

『漢
書
』
に
も

そ
の
名
は
見
え
な

い
。
京
師
で
文
人
と
し
て
の
生
涯
を
邊

っ
た
揚
雄
の
辯

明
が

「自
序
」
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
中
原
な
ら
ざ
る
も
の
は
、
あ
る
い
は

意
識
的
に
排
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、

こ
の
頃
、
班
氏

は
王
莽

の
不
興
を
買

い
、
班
捷
好
が
仕
え
た
元

(
69
)

后
の
取
り
な
し
で
、
閑
職
に
就

い
て
い
る
。
平
帚

の
時
、
王
莽
が
自
ら
太

平
の
治
を
致
し
て
い
る
と
喧
傳
す
る
た
め
に
、
風
俗
使
者
を
全
國
に
派
遣

(
70
)

し
、
天
下
の
風
俗
を
み
、
功
徳
を
稱
す
る
頌
聲
を
集

め
た
際
、
班
穉
が
な

ん
の
瑞
鮮
も
頌
聲
も
報
告
し
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
班
穉
は
班
彪

の
父
、
班

固
の
詛
父
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
あ
る
ま
で
、
王
莽
は
班
穉
兄
弟

に
自
分

77



の
兄
弟

の
ご
と
く
接
し
て
い
た
。
同
じ
頃
、
天
下
か
ら
徴
さ
れ
た
小
學
者

(71

)

の
見
解
を
探

っ
て
、
揚
雄
は

『訓
纂
篇
』
を
著
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
班
穉
と
揚
雄
は
親
密
な
交
わ
り
を
結
ん
で
い
る
。

穉
、
彪
を
生
む
。
彪

字

は
叔
皮
、
幼
く
し
て
從
兄
嗣
と
共

に
游
學

す
。
家
に
賜
書
有
り
、
内

は
財
に
足
る
。
好
古

の
士

遠
方
よ
り
至

り
・
父
の
携

子
雲
以
下
門
に
邂
ら
ざ
る
箋

麗
・

こ

こ

に

い
う

、

「
賜
書

」

と

は
、

班

穉

の
兄

旌

が

、

才

を

愛

さ

れ

、

特

(73
)

別

に
成
帝
か
ら
賜

っ
た
祕
書

の
藏
書

の
副
本
で
あ
る
。
河
平
三
年

に
、
成

帝

は
劉
向
に
祕
書
の
典
校
を
命
じ
、
謁
者
陳
農
を
天
下
の
遺
書
を
探
す
使

(74
)

者

に
命
じ
た
。
劉
向
父
子
の
校
書

の
手
傳
い
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
、
班
旌

で
あ
る
。
當
時
、
書
物

の
流
逋

は
少
な
く
、
同
じ
頃
、
成
帚

の
叔
父
に
あ

た
る
東
平
王
が
、
太
史
公
諸
子
書
を
求

め
た
が
、
許
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ

れ
ほ
ど
に
、
班
氏

の
寵
は
厚
か

っ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
幼

い
彪
は
實
際

に
揚
雄
を
見
知

っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
敍
傳

(75
)

に
據
れ
ば
、
班
彪
は
平
帚
の
元
始
三
年
の
生
ま
れ
と
な
る
。
哀
帝
期
以
降
、

『太
玄
』

の
執
筆
を
こ
と
と
し
て
、
政
治

の
表
舞
臺

で
は
さ
し
た
る
活
躍

も
な
い
揚
雄
と
、
學
問
に
篤
く
、
王
莽
の
世
を
避
け
て
い
る
班
穉
。
班
固

に
は
、
租
父
と
揚
雄

の
姿
が
重

な

っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。

傳
贊
は
、
人
物
を
殆
ど
語
ら
な
い

「自
序
」
を
い
く

つ
か
の
逸
話
で
補

う
。

家

素
よ
り
貧
、
酒
を
耆

む
。
人

其

の
門
に
至
る
も
の
希
れ
な
り
。

時
に
好
事

の
者

の
酒
肴
を
戴
せ
從

い
て
游
學
す
る
有
り
、
而
う
し
て

鋸
鹿
侯
芭

常

に
雄

の
居

に
從
い

其
の
太
玄

・
法
言
を
受
く
焉
、

劉
歌
も
亦

た
嘗
て
こ
れ
を
觀
、
雄

に
謂
い
て
曰
く
、
室
し
く
自
ら
苦

し
む
。
今

の
學
者
祿
利
あ
り
。
然

る
に
街
お
易
を
明
か
に
す
る
能
わ

ず
。
又

太
玄
を
何
如

せ
ん
。
吾

後
人

の
用
て
醤
甑
を
覆
う
を
恐

る
る
也
、
雄

笑

い
て
應
ぜ
ず
。
年
天
鳳
五
年
卒
。
侯
芭

爲
に
墳

を
起
し
、
こ
れ
を
喪
す
る
こ
と
三
年
。

「自
序
」
で
は
、
自
ら
の
文
辭

と
の
格
鬪
を
餘
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
揚

雄
を
、
物
靜

か
な
賢
人
と
し
て
方
向
づ
け
た
の
は
、
班
固

の
傳
贊
の
描
寫

だ
。
そ
し
て
、
「自
序
」
と
傳
贊
と
か
ら
釀
成

さ
れ
る
揚
雄
像
が
、
以
後

文
學

の
中

で
定
着
す
る
の
だ
。

注
釋

(1
)

左
思

詠
史
詩

其
四

『文
選
』
卷
二
一

(2
)

『漢
書
』
は
北
京
中
華
書
局
本
、
『文
選
』
は
鄙
陽
胡
氏
本
を
用
い
る
。

(3
)

『漢
書
』
で
長
い
傳
贊
を
持
つ
の
は
、
他
に
匈
奴
傳
、
西
域
傳
で
あ

る
。

(4
)

そ
れ
ぞ
れ
の
序
の

『漢
書
』
と

『文
選
』
の
相
違
を
示
す
。

●
羽
獵
賦
序

其
十
二
月
羽
獵
、
雄
從
、
以
爲
昔
在
二
帚
三
王
、
宮
館
臺

沼
池
苑
囿
林

麓
藪
澤
戝
足
以
奉
郊
廟
、
御
賓
客
充
庖
厨
而
已
、
不
奪
百
姓
膏
腴
穀
土
桑

拓
之
地
、
女
有
餘
布
、
國
有
餘
粟
、
國
家
殷
富
、
上
下
交
足
故
甘
露
零
其

庭
、
醴
泉
流
其
唐
、
鳳
皇
集
其
樹
、
黄
龍
游
其
沼
、
麒
麟
臻
其
囿
、
祚
爵

棲
其
林
、
昔
者
禹
任

虞
而
上
下
和
、
屮
木
茂
、
成
湯
好
田
而
天
下
用
足
、

文
王
囿
百
里
、
民
以
爲
尚
小
、
齊
宣
王
囿
四
十
里
、
民
以
爲
大
、
裕
民
之
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揚 雄 論

與
奪
民
也
、
武
帚
廣
開
上
林
、
南
至
宜
春
鼎
胡
御
宿
昆
吾
、
旁
南
山
而
西
、

至
長
楊
五
柞
、
北
繞
黄
山
、
瀕
渭
而
東
、
周
褒
數
百
里
、
穿
昆
明
池
象
潰

河
、
營
建
章
鳳
闕
神
明
馭
娑
、
漸
臺
泰
液
象
海
水
周
流
方
丈
瀛
洲
蓬
莢
、

游
觀
侈
靡
、
窮
妙
極
麗
、
雖
頗
割
其
三
垂
以
瞻
齊
民
、
然
至
羽
獵
田
車
戎

馬
器
械
儲

禁
禦
所
營
、
尚
泰
奢
麗
誇
詔
、
非
堯
舜
成
湯
文
王
三
驅
之
意

也
、
又
恐
後
世
復
修
前
好
、
不
折
中
以
泉
臺
、
故
聊
因
校
獵
賦
以
風
、
其

辭
日
、

其
十
二
月
、
胡
本
作
孝
成
帚
時

屮
木
茂
、
屮
、
胡
本
作
草

南
至
宜
春
鼎
胡
、
南
、
胡
本
作
東
南
、
胡
作
湖

瀕
渭
而
東
、
瀕
、
胡
本
作
濱

然
至
羽
獵
田
車
、
田
、
胡
本
作
甲
、
李
善
注
日
、
甲
、
或
爲
田
、
非
也
、

又
恐
後
世
復
修
前
好
、
修
、
胡
本
作
脩

●
甘
泉
賦
序

孝
成
帚
時
、
客
有
薦
雄
文
似
相
如
者
、
上
方
郊
甘
、
泉
泰
時
、
汾
陰
后
土
、

以
求
繼
嗣
、
召
雄
待
詔
承
明
之
庭
、
正
月
、
從
上
甘
泉
、
還
奏
甘
泉
賦
以

風
、

胡
本
同

●
長
楊
賦

明
年
、
上
將
大
誇
胡
人
以
多
禽
獸
、
秋
、
命
右
扶
風
發
民
入
南
山
、
西
自

褒
斜
、
東
至
弘
農
、
南
毆
漢
中
、
張
羅
罔
置
罘
、
捕
熊
羆
豪
豬
虎
豹
狄

攫
狐
菟
麋
鹿
、
戴
以
檻
車
、
輸
長
楊
射
熊
館
、
以
罔
爲
周
陪
、
縱
禽
獸
其

中
、
令
胡
人
手
摶
之
、
自
取
其
獲
、
上
親
臨
觀
焉
、
是
時
農
民
不
得
收
斂
、

雄
從
至
射
熊
館
、
還
、
上
長
楊
賦
、
聊
因
筆
墨
之
成
文
章
、
故
藉
翰
林
爲

圭
人
、
子
墨
爲
客
卿
以
風
、
其
辭
日
、

以
罔
爲
周
羽
、
罔
、
胡
本
作
綱

●
解
嘲
序

哀
帚
時
、
丁
傅
董
賢
用
事
、
附
離
之
者
、
起
家
至
二
千
石
、
時
雄
方
草
太

玄
、
有
以
自
守
泊
如
也
、
或
人
有
嘲
雄
以
術
白
、
雄
解
之
號
日
解
嘲
、

時
雄
方
草
太
玄
、
草
、
胡
本
作
草
創

或
嘲
雄
以
尚
白
、
或
、
胡
本
作
人
有

(5
)

『漢
書
』
揚
雄
傳

傳
贊

(6
)

『後
漢
書
』

班
固
傳

既
而
有
人
上
書
顯
宗
、
告
固
私
改
作
國
史
者
、
有
詔
下
郡
、
收
固
繋
京
兆

獄
、
盡
取
其
家
書
、
…
…
固
弟
超
恐
固
爲
郡
所
覈
考
、
不
能
自
明
、
乃
馳

詣
闕
上
書
、
得
召
見
、
具
言
固
所
著
述
意
、
而
郡
亦
上
其
書
、
顯
宗
甚
奇

之
、
召
詣
校
書
郎
、
除
蘭
臺
令
史
、
:
…
蓬

爲
郎
、
典
校
祕
書
、
…
…
帚

乃
復
使
終
成
前
所
著
書
、
…
…
固
自
永
平
中
始
受
詔
潛
精
積
思
二
十
餘
年
、

至
建
初
中
乃
成
、
當
世
甚
重
其
書
、
學
者
莫
不
諷
誦
焉
、

(7
)

さ
ら
に
、
『隋
書
』
卷
七
五

儒
林
傳
、
劉
絃
傳
に
は
、

時
に
羣
盗
蜂
起
し
、
穀
食
踊
貴
し
、
經
籍
の
道
息
み
、
教
授
行
は
れ
ず
。

絃
と
妻
子
と
相
ひ
去
る
こ
と
百
里
、
聲
問
斷
絶
す
。
鬱
鬱
と
し
て
志
を

得
ず
。
乃
ち
自
ら
贊
を
爲
り
て
曰
く
、

逋
人
司
馬
相
如
、
揚
子
雲
、
馬
季
長
、
鄭
康
成
等
、
皆
な
自
ら
風
徽
を

敍
し
、
芳
を
來
葉
に
傳
ふ
、
…
…

と
、
揚
雄
を
、
司
馬
相
如
、
馬
融
、
鄭
玄
と
と
も
に
、
「自
敍
」
の
作
家

と
し
て
擧
げ
る
。

降

っ
て
、
唐
の
劉
知
幾
は
、
「自
敍
」
を
歴
史
記
述
の
文
體
の
一
つ
に
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擧

げ
、

「
揚
雄

自
序

」

に
言

及

し
、

蓋
作

者
自

敍
、

其
流

出
於

中
古

乎
、

案
屈

原
離

騷
經

、
其

首
章

上
陳

氏

族
、

下
列

組
考

、
先

述
厥

生
、

次
顯

名
字

、
自

敍
發

述
、

實
基

於
此

、

降

及
司

馬
相
如

、
始

以
自

敍
爲

傳
、

然
其

所
敍

者
、

但

記
自
少

及
長

、

立
身

行

事
而

已
、
逮

於
租

先
所

出
、

則
蔑

爾
無

聞
、

至

馬
遷
、

又
徴

三

閭

之
故
事

、
放

文

園
之
近

作
、

模
楷

二
家

、
勒

成

一
卷
、

於
是

揚
雄

遒

其
舊

轍

、
班

固
酌

其
餘
波

、
自

敍

之
篇
、

實

煩
於
代

、

雖
屬
辭

有

異
、

而
茲

體
無

易

、

(
『史

通
』

卷

九

序

傳

第

三
十

二
)

屈

原

の

「離

騷

」
を

そ

の
鼻

組

と

し
、

「
司
馬

相

如
自

敍

」
が

そ

れ

に

繼
ぎ

、

「
太
史

公
自

序

」

は
、
前

二
者

を
折

衷

し
、
總

合

し

て

「
自
敍

」

の
體

例
を

確
立

し

た
、

と
見

る
。

「揚

雄
自

敍
」

『漢
書

敍

傳
』

は
、

そ

れ

を
襲

っ
た
も

の

で
、

以
後

、

「自

敍
」

の
體

例

は
變

わ
ら

な

い
と
す

る
。

ま
た
、

『
藝

文
類
聚

』

に

は
、

「
漢
揚

雄
自

敍

日
」

と

し

て
、

雄

爲
人

簡
易

佚
宕

、
默

而
好

深
湛

之
思

、
清

靜
無

爲
、

少
嗜

欲
、

不
汲

汲

於
富

貴
、

不
戚

戚
於

貧
賤

、
不

修
廉

隅
、

以
傲

名
當

世
、
無

但

石
之

儲

、
晏

如
也

、
自

有
大

度
、

非
聖

哲
之

所
不

好
也

、
非

其
意

、
雖
富

貴

不
事
也

、

(『
藝
文

類
聚

』
卷

二
六

人

部

言
志

)

と

い
う
、

現

『
漢
書

』
本

傳

に
見

え

る
文

を
引

く
。

こ

れ
ら

の
例

は
、

い
ず

れ

も
、

六
朝

か
ら
、

唐

代

に
か

け
、

「揚

雄

自

序

」
と
呼

ば

れ

る
も

の
が

存
在

し
た
亊

を
示

す
。

(8
)

『後

漢
書

』

王
充
傳

後

到
京
師

、

受
業

太
學

、
師
事

扶

風
班
彪

、

(
9
)

揚
雄

の
作
品

に

つ
い
て
は
、

別
表

一
參

照

(10
)

「自

序

」

は
揚
雄

の

「
序

」

の

み
を
集

め
た
も

の
と
考

え

る
餘

地

も

殘

さ

れ

て

い

る
。

も

し

「自

序

」
が

『太

玄

』

『
法
言

』

を
含

む

も

の
だ

と

す

る
と
、

か
な

り
大
部

の
も

の
に
な

る
。

(11
)

劉

知
幾

は
、

『史

通
』

雜

読
上

の

「
司

馬
相

如

自

敍
」

に
關

す

る
議

論

で
、

馬
卿
自

序

を
爲

り
、

具
さ

に
其

の
集
中

に
在

り
。

子
長

因

り

て
斯

の
篇

を
録

し
、
即

ち
列

傳

と
爲

す
。

班
氏
舊

に
仍

り
、

曾

て
改
奪

す

る
無

し
。

尋

ぬ
る

に
固
馬
揚

傳
末

に
於

い
て
、
皆

な
遷

雄

の
自
敍

此

く

の
如

し

と
云

ふ
。

と
、
班

固

の
引

用

態
度

を

い

い
、

「
太
史

公
自
序

」

「
揚
雄

自
序

」

を
そ

の

ま
ま
、

列
傳

に
收

め

た
と
解

釋

し

て
い

る
。

『史

記
』

太
史

公
自

序

と
、

『漢

書

』
司

馬
遷

傳

と
比

較

す

る
と
、

『漢

書
』

が
、

「
報

仁

少

卿
書

」

を

傳

贊

の
中

に
加

え

、

そ

の
た
め

に
、
重
複

す

る

「
發
憤
著

書

之
読

」
を
創

り
、

ま
た
、

『史

記
』

篇

目

の
贊
語

を

除

い
て

い
る

ほ

か

に
、
改

變

は

み

ら
れ

な

い
。

(
12
)

ま
た
、

餘

り
注
意

さ
れ

て
い
な

い
が
、

王
莽

に
は

「
自
本

」

が
あ

っ

た
。
師

古
注

は

述
其

本
系

と
す

る
。

王
莽
自

ら

王
氏

の
系
譜

を
黄

帝

に
溯

っ
て
述

べ
た
も

の
で
、

一

部

が

「
元
后

傳
」

に
引

か
れ

て

い
る
。

黄
帝

を

王
氏

の
組

と
す

る

の
は
、

經

に
明
文

は
な

い
。
符

命

に
よ

る
易
姓

革
命

で
、

政
權

を
得

た
王
莽

に

は
、

古

代
秩

序

に
乘

っ
取

っ
て
自

ら

の
系
譜

を
言

明

す

る
必

要
が

あ

っ
た

の
だ
。

そ
れ
が

經

に
照

ら

し
て
眞
實

で
あ

る
か
否

か

は
置

き
、

中

國

に
お

い
て

は
、

書

か
れ

た
と

こ
ろ

に
歴
史
が

始

ま

る
。

▽
漢
書

元
后
傳

莽

自

ら
黄

帝

の
後

と
謂

ふ
。
其

の
自
本

に
曰
く
、

黄

帚

姓

姚

氏
、

八
世

に
し

て
虞

舜

生

ま
る
、
舜

嫣

酒

に
起

り
、
嫣

を
以

て
姓

と
爲

す
。
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揚 雄 論

周
武

王

に
至

り
、
舜

の
後

嫣
滿

を
陳

に
封

ず
、

是

れ
胡
公

爲

り
。
十

三

世

に
し

て
、
完

生

ま

る
、

…

…
齋

に
犇

る
、
齋

桓
公

以

て
卿

と
爲

す
。

田
氏

を
姓

と
す

。
十

一
世

に
し

て
、

田
和

齋

國

に
有

り
、

二
世
王

を

稱

す

。
王
建

に
至

り

て
秦

の
滅
ぼ

す

所
と

爲

る
。
項

羽
、
起

ち
、
建

の

孫
安

を
封

じ

て
濟

北

王
と
爲

す
。

漢

興

る

に
至

り
、
安

國
を
失

ひ
、

齊

人

こ
れ

を
王
家

と
謂

ひ
、

因

り

て
以

て
氏

と
爲

す

。

(13
)

▼
漢
書

王
莽

傳
中

始

建
國

二
年

(庚

午

一
〇

)
條

是

の
時

爭

い
て
符

命

を
爲

り
侯

に
封
ぜ

ら

る
。
其

の
爲

さ
ざ

る
者

は
相

い
戲

む

れ

て
曰
く
、

獨

り
天
帚

の
除

書

の
み
無

き
乎

、

と
。

司
命
陳

崇
等

莽

に
白

し

て
曰
く
、

「
此

れ

姦
臣

福

を
作

す

の
路

を

開
き

天

命

を
亂

ず
。

宜

し
く
其

の
原

を
絶

つ
べ
し
」

と
。

莽

も
亦

た

こ
れ
を
厭

い
、

遽

に
尚
書

わ
か

大
夫

趙
竝

を

し

て
驗

治

せ
使

め
、

五
威
將

率

の
班

つ
所

に
非
ざ

れ
ば

、
皆

獄

に
下

す
。

(14
)

▼
漢

書

王
莽

傳
中

始
建

國

三
年

(辛

未

一

一
)

條

初

め
、
甄

豐
劉

歌

王
舜

莽

の
腹

心
爲

り
、

位

に
在

る
を
倡

導

し
、
功

徳
を

褒
揚

す
。

…

…
而
う

し

て
疏
遠

に
し

て
進

む

を
欲
す

る
者

、
竝

な
符
命

を

作

る
。
莽

遂

に
據

り

て
以

て
眞

に
即
く

。
舜

内

に
懼

る
る
而
已

。
豐

素

と
剛
強

、
莽

其

の
説

ば
ざ

る
を

覺

る
。

…
…
時

に

(甄
豐

)

子
尋
…

…
即

ち
符
命

を

作

る
。
言

う

こ

こ
ろ
は
、

新
室

當

に
陝

を
分

け
、

二
伯

を
立

て
、
豐

を

以

て
右

伯

と
爲

し
、

太
傅

平
晏

を
左

伯

と
爲

し
、
周

召

の

故
事

の
如

く
す

べ

し
、

と

。
莽

即

ち

こ
れ

に
從

い
、
豐

を
拜

し

て
右

伯

と
爲

す

。
職

を

述

べ
西

に
出

ず

る

に
當

た

り
、

未

だ

行

か
ず

し

て
、

尋

復

た
符

命

を
作

る
。
言

う

こ

こ
ろ

は
故

漢
氏

平
帚

后

黄
皇
室

圭

尋

の
妻

と

爲

せ
、

と
。

莽
詐

を

以

て
立

て
ぽ

、

心

に
大

臣

の
怨
謗

す

る
を
疑

い
、

威

を
震

い
以

て
下

を
懼

れ
さ

せ

ん
と
欲

す
。

是

に
因

り

て
怒

を
發

し

て
曰
く
、

黄
皇

室
圭

は
天

下

の
母

な
り
。

此

れ
何

の
謂

い
そ
也

、

と
。
尋

を
收

捕
す

。

尋
亡

ぐ
。
豐

自
殺

す
。

尋

方
士

に
隨

い
て
華
山

に
入

る
。

歳
餘

捕

得

せ
ら

る
。
辭

は
國
師

公
歌

子

…

…
粲
、

蘖
弟

…
…

泳
、
大

司
室

(王
)

邑
弟

奇
、

及

門
人

…
…

丁
隆

等

に
連

な

り
、

公
卿

黨
親
列

公

以
下
牽

引

せ
ら

れ
、

死
す

る
者
數

百

人
、

(
15
)

◇

『漢

書
』

揚
雄

傳
下

傳

贊

三

五
八

四
頁

(
16
)

『
漢
書

』
藝

文
志

小

學
家

(
17
)

應

劭

『風
俗

通
義

』
序

(
18
)

『
漢
書

』
卷

八
十

五

谷
永

傳

(
19
)

『
漢
書

』
卷

八
十

五

杜
鄰

傳

(
20
)

『
論
衡

』
齊

世
篇

(
21
)

解

嘲
序

(
22
)

『
漢
書

』
揚

雄
傳

本

傳

な
ら
び

に
傳

贊

(
23
)

師

古
注

、
顧

、
反

也
、

(
24
)

高

明

尚
書

洪
範

無

虐
煢

獨
而

畏
高

明

李

奇

日
、
鬼

禪
害

盈
而

福
謙

也
、

攫

拏
帝

、
師

古
注

、
攫

拏
帚

、
妄

有
搏

執
牽

引
也

、

位

極
者

宗
危

、
宗

、
李

善
注

本
作

高
、

胡
克

家
文

選
考

異

日
、
何
校

改

宗
、

袁

本

云
、
善

作
高

、
茶

陵
本

云
、

五
臣

作
宗

、
案

、
漢
書

作

宗
、
宗

字

是

也

、
高

字
傳

寫
誤

、

寂

莫
、

九
辯

其

一

蝉

寂
漠

而
無
聲

李

奇

日
、
或

能
勝

之

堰

蜒

師

古

注
、

堰
蜒

、
蜥

蜴
也

、
李

善
注

、
説

文

日
、

在

壁

日
堰

蜒
、

在

草
蜥

蜴
、

(25
)

◇

『漢
書

』
揚

雄
傳

下

傳
贊
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(
26
)

『論

語
』

子

罕
篇

(
27
)

『論

語
』

堯

日
篇

(
28
)

『史

記
』

司

馬
相
如

傳

(29

)

『晉

書
』

文
苑

傳

左

思
傳

(30
)

『論

語
』

雍
也

篇

(31

)

『藝

文
類

聚
』

卷

五
六

雜
文

部

賦
所

引

(
32

)

『史

記
』

屈
原

賈
生

列
傳

(
33

)

『論

語
』

雍
也

篇

(34
)

「龍

蛇
」

は
、

『周

易
』

繋
辭

傳
下

の

「龍

蛇

之
蟄
、

以
存

身
也

」

を

踏

ま

え
る
。

ま

た
、

『莊

子
』

外
篇

山
木

篇

の

コ

龍

一
蛇
、

與
時

倶
化

、

無

肯
專
爲

」

を
も

、
意

識
す

る
だ

ろ
う

。

(35
)

『淮

南

子
』
原

道
訓

(36

)

乃
作

書

、
往
往

離
騒

文
而

反
之

、
自

岷
山

投
諸

江
流

以
弔

屈
原

、

名

日
反
離

騒

、

又
旁

離

騷
作

重

一
篇

、

名

日
廣

騒

、
又
旁

惜

誦
以
下

至
懷

沙

一
卷

、
名

日
眸
牢

騒

(37
)

王
念
孫

『讀

書

雜

志
』

四

之

十

三

の
説

に
據

り
、

「
慶

」
を

「
羌

」

と
同
樣

に
讀

む
。

ま

た
、

龍
擧

而
景

雲
屬

『淮

南

子
』

天
文

訓

な
お
、

『
藝

文
類

聚
』
卷

二
六
所
引

の
曹

植

コ
言
志

詩
」

は
、

慶

雲

未
時

興
、

雲
龍

潛
作

魚
、

と
、

「慶

雲
」

に
讀

む

(
38
)

『
太
玄
』

中

陽

氣
潛

萠
於

黄
宮

、
信

無
不

在
乎

中

初

一

昆
侖

旁
薄

、
幽

、

太

玄
文

昆
侖

旁

薄
、

大
容

也
、

昆
侖

旁
薄

、
資

懷
無

方

(39
)

『
文

心
雕
龍

』

哀
弔

篇

(40
)

「
反
離

騒

」

の
他

に
、

『楚
辭

』

の
擬
作

が

あ

っ
た

こ
と
が

傳
え

ら
れ

る
。

注

36
參

照

。

こ

こ

に

み
え

る
、

「
離

騒
」

「
惜

誦
」

「
懷

沙

」

は
、

い

ず

れ
も
、

王
逸

が
屈

原

の
作

と
す

る
も

の

で
あ

る
。

「
惜
誦

」

「
懷
沙

」

は
、

現

『楚

辭

章

句

』

で

は
、

「九

章

」

に
屬

し
、

そ

の
聞

に
、

「
渉

江
」

コ
辰

郢
」

「
抽
思

」

を
挾

む
。

「
惜
誦

」
以

外

は
、
本

文

の
末

に
、
亂

辭
が

附
加

す

る
。

「甘

泉
賦

」

も
、
末

尾

に
亂
辭

を
拌

う
。

『章
句

』

の
原

型

は
、
劉

向

の
編
集

に
な
る

と
言

わ
れ

る
。
劉

向

の
校

書

は
陽

朔

の
前

の
年
號

、
河

平

三
年

に
始

ま

っ
て

い
る
。

こ
れ
ら

、
揚
雄

の

擬
作

の
制

作
年

代

は
あ
き

ら

か

で
な

い
が

、
若
年

の
作

の
ご

と
く

で
あ

る
。

揚
雄
が

よ

っ
た
本

は
、

「
九
章
」

の
編

次

に

つ
い
て

い
え
ば

、

現

『章

句
』

に
近

い
も

の

で
あ

っ
た

か
も

知

れ

な

い
。

揚

雄

に
も
、

劉

向

編

の

『楚

辭
』

に
註

釋
が

あ

っ
た

と

い
わ
れ

る
。

(
41
)

(元

帝
)

嘗
侍

燕
從

容

言

、
陛

下
持

刑

太

深
、

宜

用
儒

生

、
宣

帚

作

色

日
、
漢

家
自

有
制
度

、

本
以
霸

王

道
雜

之
、

奈
何
純

任

徳
教

、
用

周
政

乎
、

好
是

古
非

今
、

使
人

眩
於
名

實

、
不

知
所

守
、
何

足

委
任

、
乃

歎

日
、

亂
我
家

者

、
太

子
也

、

『
漢
書

』
卷

九

元
帚

紀

(42
)

揚

雄

の
名

の
殘

る
も

の
と
し

て
は
、

『
漢
書

』

五
行

志
中

之
下

哀
帚
建

平

二
年

四
月

乙
亥

朔
、

御
史

大
夫
朱

博

爲
丞

相
、

少
府

趙
玄
爲

御

史
大

夫
、

臨
延

登
受

策
、

有
大

聲
如

鍾
鳴

、
殿

中
郎
吏

陛

者
皆

聞
焉

、
上

以
問

黄
門

侍
郎

揚
雄

李
尋

、
尋

對

日
、
洪

範
所

謂
鼓
妖

也

、
師

法
以

爲
人

君
不

聽
、

爲
衆

所
惑

、
室

名
得

進
、

則
有

聲
無

形
、

不
知

所
從

生
、

其
傳
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揚 雄 論

日
、
歳
月
日
之
中
、
則
正
卿
受
之
、
今
以
四
月
日
加
辰
巳
有
異
、
是
爲
中

焉
、
正
卿
謂
執
政
大
臣
也
、
宜
退
丞
相
御
史
、
以
應
天
變
、
然
雖
不
退
、

不
出
期
年
、
其
人
自
蒙
其
咎
、
揚
雄
亦
以
爲
鼓
妖
、
聽
失
之
象
也
、
朱
博

爲
人
彊
毅
多
權
謀
、
宜
將
不
宜
相
、
恐
有
凶
惡
亟
失
之
怒
、
八
月
、
博
玄

坐
爲
姦
謀
、
博
自
殺
、
玄
滅
死
論
、
京
房
易
傳
日
、
令
不
修
本
、
下
不
安
、

金
毋
故
自
動
、
若
有
音
、

(43
)

『漢
書
』
卷
八
十
五

谷
永
傳

永
於
經
書
、
汎
爲
疏
逹
、
與
杜
欽
杜
鄰
略
等
、
不
能
洽
浹
如
劉
向
父
子
及

揚
雄
也
、
其
於
天
官
、
京
氏
易
最
密
、
故
善
言
災
異
、
前
後
所
上
四
十
餘

事
、
略
相
反
覆
、
專
攻
上
身
與
後
宮
而
巳
、
黨
於
王
氏
、
上
亦
知
之
、
不

甚
親
信
也
、

谷
永
と
揚
雄
の
字
は
と
も
に

「子
雲
」
で
あ
り
、
後
世
、
両
者
め
逸
話
が

混
同
さ
れ
た
可
能
性
は
大
き
い
。

(44
)

蕾
異
、
董
相
夏
侯
勝
京
房
。

『法
言
』
淵
騫
篇

(45
)

『漢
書
』
郊
祠
志
下

(46
)

詳
し
く
は
附
屬
の
年
表
を
參
照

(47
)

甘
泉
泰
時
汾
陰
后
土
は
、
最
終
的
に
は
、
王
莽
の
進
言
に
よ
り
、
儒

學
的
な
見
地
か
ら
、
廢
止
さ
れ
る
。
『漢
書
』
郊
祠
志
の
後
牛
は
、
ほ
ぼ
、

甘
泉
泰
時
汾
陰
后
土
と
、
長
安
南
北
郊
の
興
廢
の
記
録
で
あ
る
。

(48
)

班
固

「兩
都
賦
序
」、

賦
、
古
詩
之
流
也
、
…
…
孝
成
之
世
、
論
而
録
之
、
蓋
奏
御
者
千
餘
篇
、

(49
)

『文
選
』
に
は
見
え
な

い
。

(50
)

『漢
書
』
外
戚
傳

孝
成
趙
皇
后
傳

(51
)

太
玄

鏡

陽
氣
岑
以
鏡
、
物
生
也
、
咸
專

一
而
不
二
、

次
四

鏡
于
時
、
無
不
利

(52
)

太
玄

更

陽
氣
既
飛
、
變
勢
易
形
、
物
改
其
靈

上
九

不
終
其
徳
、
三
歳
見
代
、

(53
)

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「甘
泉
賦
」
以
下
の
揚
雄

の
四
賦
は
、
作

ら
れ
た
順
に
は
竝
ん
で
い
な
い
。
李
善
が
、
『漢
書
』
と

『七
略
』
を
勘

案
し
て
、
既
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ
。

★
羽
獵
賦
、
李
善
注

七
略
日
、
羽
獵
、
永
始
三
年
十
二
月
上
、.

★
甘
泉
賦
、
李
善
注

漢
書
日
、
永
始
四
年
正
月
、
行
幸
甘
泉
、
七
略
日
、
甘
泉
賦
、
永
始
三
年

正
月
待
詔
臣
雄
上
、
漢
書
三
年
無
行
甘
泉
之
文
、
疑
七
略
誤
也
、

★
長
楊
賦

李
善
注

明
年
、
謂
作
羽
獵
賦
之
明
年
、
即
校
獵
之
年
也
、
班
欲
作
賦
之
明
年
、
漢

書
成
紀
日
、
元
延
二
年
冬
、
幸
長
楊
宮
、
縱
胡
客
大
校
獵
、
是
也
、
七
略

日
、
羽
獵
賦
永
始
三
年
、
去
校
獵
之
前
首
尾
四
載
、
謂
之
明
年
、
疑
班
固

誤
也
、
又
、
七
略
日
、
長
楊
賦
、
綏
和
在
校
獵
後
四
載
、
無
容
元
延
二

(按
、
當
作
元
)
年
校
獵
、
綏
和
二
年
賦
、
又
疑
七
略
誤
、

(54
)

太
玄

閑

陽
氣
閑
於
陰
、
然
物
咸
見
閑
、

(55
)

◆

『漢
書
』

成
帝
紀

元
延
二
年

(庚
戌

二

)
條

冬
、
行
幸
長
楊
宮
、
從
胡
客
大
校
獵
、
宿
萱
宮
、
賜
從
官
、

(56
)

『義
門
讀
書
記
』
卷
四
五

(57
)

太
玄

飾
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陰
白
陽
黒
、
分
行
其
職
、
出
入
有
飾
、

次
七
、
不
丁
言
時
、
微
于
辭
、
見
上
疑
、
測
日
、
不
丁
言
時
、
何
可
章
也
、

(58
)

『法
言
』

吾
子
篇

(59
)

『法
言
義
疏
』
四
六
頁

(60
)

『意
林
』
卷
三
所
引

『桓
譚
新
論
』

(61
)

『法
言
』
先
知
篇

(62
)

『法
言
』
君
子
篇

(63
)

『法
言
』
寡
見
篇

(64
)

『法
言
』
吾
子
篇

(65
)

『法
言
』
吾
子
篇

(66
)

『漢
書
』
卷
五
七
下

司
馬
相
如
傳

傳
贊

(67
)

『法
言
』
間
明
篇

(68
)

『漢
書
』
揚
雄
傳

傳
贊

(69
)

『漢
書
』
敍
傳

王
莽
少
與
穉
兄
弟
同
列
友
善
、
兄
事
旌
而
弟
畜
穉
、
旌
之
卒
也
、
修
總
麻
、

賻
贈
甚
厚
、
平
帚
師
位
、
太
后
臨
朝
、
莽
秉
政
、
方
欲
文
致
太
平
、
使
使

者
分
行
風
俗
、
采
頌
聲
、
而
穉
無
所
上
、
琅
邪
太
守
公
孫
閖
言
災
害
於
公

府
、
大
司
室
甄
豐
遣
屬
馳
至
兩
郡
諷
吏
民
、
而
劾
閖
空
造
不
鮮
、
穉
繦
嘉

應
、
嫉
害
聖
政
、
皆
不
道
、
太
后
日
、
不
宣
徳
美
、
宜
與
言
災
害
者
異
罰
、

且
後
宮
賢
家
、
我
所
哀
也
、
閖
下
獄
誅
、
穉
懼
、
上
書
陳
恩
謝
罪
、
願
歸

相
印
、
入
補
延
陵
郎
、
太
后
許
焉
、
食
故
祿
終
身
、
由
是
班
氏
不
顯
莽
朝
、

亦
不
罹
咎
、

(70
)

風
俗
使
者
に
つ
い
て
は
、
『漢
書
』
平
帚
紀

王
莽
傳
上
。

(71
)

『漢
書
』
藝
文
志

小
學
類

(72
)

◎

『漢
書
』
序
傳
上

疏
、
官
本
南
監
本
作
揚
子
雲
、
補
注
作
楊
子
雲

(73
)

◎

『漢
書
』
敍
傳
上

艀
博
學
有
俊
材
、
左
將
軍
師
丹
學
賢
良
方
正
、
以
對
策
爲
議
郎
、
遷
諌
大

夫
右
曹
中
郎
將
、
與
劉
向
校
祕
書
、
毎
奏
事
、
旌
以
選
受
詔
進
讀
羣
書
、

上
器
其
能
、
賜
以
祕
書
之
副
、
時
書
不
布
、
自
東
平
思
王
以
叔
父
求
太
史

公
諸
子
書
、
大
將
軍
白
不
許
、
語
在
東
平
王
傳
、
旌
亦
早
卒
、
有
子
日
嗣
、

顯
名
當
世
、

(74
)

◆
漢
書

成
帝
紀

河
平
三
年
條

光
祿
大
夫
劉
向
校
中
祕
書
、
謁
者
陳
農
使
、
使
求
遺
書
於
天
下

▽
漢
書

劉
歌
傳

款
字
子
駿
、
少
以
通
詩
書
能
屬
文
召
、
見
成
帚
、
侍
詔
宦
者
署
、
爲
黄
門

郎
、
河
平
中
、
受
詔
與
父
向
領
校
祕
書
、
講
六
藝
傳
記
、
諸
子
詩
賦
數
術

方
技
、
無
所
不
究
、
向
死
後
、
敵
爲
中
壘
校
尉

(75
)

◎

『漢
書
』
敍
傳
上

叔
皮
唯
聖
人
之
道
然
後
盡
心
焉
、
年
二
十
、
遭
王
莽
敗
、
世
租
即
位
於
冀

州
、
…
…
乃
著
王
命
論
以
救
時
難
、
其
辭
日
、
…
…

す
な
わ
ち
地
皇
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

揚
雄
年
譜

附
班
氏
及
王
充

前
漢

宣
帚

劉
詢

甘
露
元
年
戊
辰

(西
暦
前
5
3
)
揚
雄

一
歳

揚
雄
生
ま
れ
る

@
任
昇

王
文
憲
集
序

文
選
卷
四
六
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揚 雄 論

其
先
自
秦
至
宋
國
史
、
家
諜
詳
焉
、

善
日
、
七
略
日
、
子
雲
家
諜
言
以
甘
露
元
年
生
也
、

前
漢

成
帚

劉
驚

成
帚
帥
位
、
王
鳳
大
司
馬
大
將
軍
と
な
る

◆

『漢
書
』
成
帚
紀

竟
寧
元
年
五
月
、
元
帚
崩
、
六
月
己
未
、
太
子
印
皇
帚
位
、
以
元
舅
…
…

王
鳳
爲
大
司
馬
大
將
軍
、

建
始
元
年
己
丑

(前
3
2
)
揚
雄
二
二
歳

建
始
二
年
庚
寅

(前
3
1
)
揚
雄
二
一二
歳

建
始
三
年
辛
卯

(前
3
0
)
揚
雄
二
四
歳

建
始
四
年
壬
辰

(前
2
9
)
揚
雄
二
五
歳

班
固
の
砠
の
逸
話
。
曾
組
父
況
の
娘
、
成
帚
の
寵
愛
を
受
け
、
班
氏
榮
え

る
。

◎

『漢
書
』
敍
傳
上

壹
生
孺
、
孺
爲
任
侠
、
州
郡
歌
之
、
孺
生
長
、
官
至
上
谷
守
、
長
生
囘
、

以
茂
材
爲
長
子
令
、
囘
生
況
、
擧
孝
廉
爲
郎
、
積
功
勞
、
至
上
河
農
都
尉
、

大
司
農
奏
課
連
最
、
入
爲
左
曹
越
騎
校
尉
、
成
帚
之
初
、
女
爲
健
仔
、
致

仕
就
第
、
貲
累
千
金
、
徒
昌
陵
、
昌
陵
後
罷
、
大
臣
名
家
皆
占
數

長
安
、

班
固
の
砠
父
兄
弟

の
逸
話
。
好
學
の
伯
、
王
鳳
の
推
擧
を
受
け
る

況
生
三
子
、
伯
、
旌
、
穉
、
伯
少
受
詩
於
師
丹
、
大
將
軍
王
鳳
薦
伯
宜
勸

學
、
召
見
宴
昵
殿
、
容
貌
甚
麗
、
誦
説
有
法
、
拜
爲
中
常
侍
、
時
上
方
郷

學
、
鄭
寛
中
張
禹
朝
夕
入
読
尚
書
論
語
於
金
華
殿
中
、
詔
伯
受
焉
、
既
通

大
義
、
又
講
異
同
於
許
商
、
遷
奉
車
都
尉
、
數
年
、
金
華
之
業
絶
、
出
與

王
許
子
弟
爲
羣
、
在
於
綺
襦
紋
綺
之
聞
、
非
其
好
也
、

河
平
元
年
癸
巳

(前
2
8
)
揚
雄
二
六
歳

河
平
二
年
甲
午

(前
2
7
)
揚
雄
二
七
歳

河
平
三
年
乙
未

(前
2
6
)
揚
雄
二
八
歳

劉
向

・
敵
父
子
、
祕
書
の
校
書
を
命
じ
ら
れ
る

◆

『漢
書
』
成
帚
紀

光
碌
大
夫
劉
向
校
中
祕
書
、
謁
者
陳
農
使
、
使
求
遺
書
於
天
下

▽

『漢
書
』
劉
款
傳

歌
字
子
駿
、
少
以
通
詩
書
能
屬
文
召
、
見
成
帚
、
侍
詔
宦
者
署
、
爲
黄
門

郎
、
河
平
中
、
受
詔
與
父
向
領
校
祕
書
、
講
六
藝
傳
記
、
諸
子
詩
賦
數
術

方
技
、
無
所
不
究
、
向
死
後
、
獣
爲
中
壘
校
尉

班
固
の
大
伯
父
、
劉
向
の
校
書
に
參
畫
、
祕
書
の
副
本
を
賜
る

◎

『漢
書
』
敍
傳

旌
博
學
有
俊
材
、
左
將
軍
師
丹
擧
賢
良
方
正
、
以
對
策
爲
議
郎
、
遷
諫
大

夫
右
曹
中
郎
將
、
與
劉
向
校
祕
書
、
毎
奏
事
、
旌
以
選
受
詔
進
讀
羣
書
、

上
器
其
能
、
賜
以
祕
書
之
副
、
時
書
不
布
、
自
東
平
思
王
以
叔
父
求
太
史

公
諸
子
書
、
大
將
軍
白
不
許
、
語
在
東
平
王
傳
、
旌
子
亦
早
卒
、
有
子
日

嗣
、
顯
名
當
世
、

師
古
日
、
此
言
東
平
王
求
書
不
得
、
而
旌
獲
賜
祕
書
、
明
見
寵
異
、

河
平
四
年
丙
申

(前
2
5
)
揚
雄
二
九
歳

◆

『漢
書
』
成
帚
紀

秋
九
月
壬
申
、
東
平
王
宇
薨
、
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陽
朔
元
年
丁
酉

(前
2
4
)
揚
雄
三
〇
戯

陽
朔
二
年
戊
戌

(前
2
3
)
揚
雄
三

一
歳

陽
朔
三
年
己
亥

(前
2
2
)
揚
雄
三
二
歳

王
鳳
卒
す
。
王
昔
、
大
司
馬
大
將
軍
と
な
る

△

『漢
書
』
百
官
公
卿
表
八
三
〇
頁

八
月
丁
巳
、
大
司
馬
鳳
薨
、
九
月
甲
子
、
御
史
大
夫
王
音
爲
大
司
馬
車
騎

將
軍
、

陽
朔
四
年
庚
子

(前
2
1
)
揚
雄
三
三
歳

陽
朔
中

★
揚
雄

「反
離
騷
」

鴻
嘉
元
年
辛
丑

(前
2
0
)
揚
雄
三
四
歳

成
帚
微
行
を
は
じ
め
る
。

の
ち
趙
飛
燕
姉
妹
を
後
宮
に
入
れ
る

◆

『漢
書
』
成
帚
本
紀

三

一
六
頁

上
始
爲
微
行
出
、

◆

『漢
書
』
成
帝
本
紀

三

一
六
頁

冬
、
黄
龍
見
眞
定
、

鴻
嘉
二
年
壬
寅

(前
1
9
)
揚
雄
三
五
歳

◆

『漢
書
』
成
帝
本
紀

三

一
六
頁

春
、
行
幸
雲
陽
、

雉
の
怪
異
。
王
音
、
成
帚
を
い
さ
め
る

△

『漢
書
』
五
行
志
中
之
下

一
四
一
七
-

一
四

一
八
頁

三
月
、
博
士
行
大
射
禮
、
有
飛
雉
集

庭
、
歴
階
登
堂
而
雄
、
後
雉
又
大

集
太
常
宗
正
丞
相
御
史
大
夫
大
司
馬
車
騎
將
軍
之
府
、
又
集
未
央
宮
承
明

殿
屋
上
、

時
大
司
馬
車
騎
將
軍
王
音
侍
詔
寵
等
上
言
、
天
地
之
氣
、
以
類
相
應
、
譴

告
人
君
、
甚
微
而
著
、
雉
者
聽
祭
、
先
聞
雷
聲
、
故
月
令
以
紀
氣
、
經
戴

高
宗
、
雛
雉
之
異
、
以
明
轉
禍
爲
福
之
驗
、
今
雉
以
博
士
行
禮
之
日
大
衆

聚
會
、
飛
集
於
庭
、
歴
階
登
堂
萬
衆
雎
雎
、
驚
怪
連
日
、
徑
歴
三
公
之
府
、

太
常
宗
正
曲
ハ宗
廟
骨
肉
之
官
、
然
後
入
宮
、
其
宿
留
告
曉
人
、
具
備
深
切
、

雖
人
道
相
戒
、
何
以
過
是
、

後
帚
使
中
常
侍
黽
閖
、
詔
音
日
、
聞
捕
得
雉
、
毛
羽
頗
摧
折
、
類
拘
執
者
、

得
無
人
爲
之
、
音
復
對
日
、
陛
下
安
得
亡
國
之
語
、
不
知
誰
主
爲
侫
諂
之

計
、
誣
亂
聖
徳
如
此
者
、
左
右
阿
謖
甚
衆
、
不
侍
臣
音
復
諂
而
足
、
公
卿

以
下
、
保
位
自
守
、
莫
有
正
言
如
令
陛
下
覺
寤
、
懼
大
調
且
至
身
、
深
責

臣
下
、
繩
以
聖
法
、
臣
音
當
先
受
誅
、
豈
有
以
自
解
哉
、
今
即
位
十
五
年
、

繼
嗣
不
立
、
日
日
駕
車
而
出
、
洪
行
流
聞
、
海
内
傳
之
、
甚
於
京
師
、
外

有
微
行
之
害
、
内
有
疾
病
之
憂
、
皇
天
數
見
災
異
、
欲
人
變
更
、
終
已
不

改
、
天
尚
不
能
感
動
陛
下
、
臣
子
何
望
、
獨
有
極
言
待
死
、
命
在
朝
暮
而

已
、
如
有
不
然
、
老
母
安
得
處
所
、
尚
何
皇
太
后
之
有
、
高
租
天
下
當
以

誰
屬
乎
、
宜
謀
於
賢
知
、
克
己
復
禮
、
以
求
天
意
、
繼
嗣
可
立
、
災
變
尚

可
銷
也
、

鴻
嘉
三
年
癸
卯

(前
1
8
)
揚
雄
三
六
歳

趙
飛
燕
姉
妹
、
後
宮
の
寵
愛
を
獨
占
、
皇
后
廢
さ
れ
、
班
捷
好
自
ら
身
を

退
く
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揚 雄 論

◆

『漢
書
』
成
帚
紀

冬
十

一
月
甲
寅
、
皇
后
許
氏
廢
、

◎

『漢
書
』
敍
傳

會
許
后
廢
、
班
健
仔
供
養
東
宮
、
進
侍
者
李
平
爲
健
仔
、
而
趙
飛
燕
爲
皇

后
、
伯
遽
稱
篤
、
久
之
、
上
出
過
臨
候
伯
、
伯
惶
恐
、
起
胝
事
、

鴻
嘉
四
年
甲
辰

(前
1
7
)
揚
雄
三
七
歳

鴻
嘉
永
始
之
聞

成
帝
の
微
行
癖
激
し
く
な
り
、
王
音
、
劉
向
ら
い
さ
め
る

▲

『漢
書
』
五
行
志
中
之
上

=
二
六
八
頁

成
帝
鴻
嘉
永
始
之
聞
、
好
爲
微
行
而
出
游
、
選
從
期
門
郎
有
材
力
者
、
及

私
奴
客
、
多
至
十
餘
、
少
五
六
人
、
皆
白
衣
袒
憤
、
帶
持
刀
劍
、
或
乘
小

車
、
御
者
在
茵
上
、
有
皆
騎
、
出
入
市
里
郊
野
、
遠
至
旁
縣
、

時
、
大
臣
車
騎
將
軍
王
吾
及
劉
向
等
以
切
諌
、

谷
永
日
、
易
稱
得
臣
無
家
、
言
王
者
臣
天
下
、
無
私
家
也
、
今
陛
下
棄
萬

乘
之
至
貴
、
樂
家
人
之
賤
事
、
厭
高
美
之
尊
稱
、
好
匹
夫
之
卑
字
、
崇
聚

票
輕
無
宜
之
人
、
以
爲
私
客
、
置
私
田
於
民
聞
、
畜
私
奴
車
馬
於
北
宮
、

數
去
南
面
之
尊
、
離
深
宮
之
固
、
挺
身
獨
與
小
人
晨
夜
相
隨
、
烏
集
醉
飽

吏
民
之
家
、
亂
服
共
坐
、
溷
有
亡
別
、
閔
遯
樂
、
晝
夜
在
路
、
曲
ハ門
戸
奉

宿
衞
之
臣
執
干
戈
守
空
宮
、
公
卿
百
寮
不
知
陛
下
所
在
、
積
數
年
矣
、
昔

貌
公
爲
無
道
、
有
碑
降
日
賜
爾
土
田
、
言
將
以
庶
人
受
土
田
也
、
諸
侯
夢

得
土
田
、
爲
失
國
、
而
況
王
者
畜
私
田
戝
物
、
爲
庶
人
之
事
乎
、

永
始
元
年
乙
巳

(前
1
6
)
揚
雄
三
八
歳

趙
飛
燕
、
皇
后
と
な
り
、
班
伯

一
時
朝
廷
よ
り
身
を
退
き
、
病
に
倒
れ
卒

す◆

『漢
書
』
成
帝
紀

夏
六
月
丙
寅
、
立
皇
后
趙
氏
、

◎

『漢
書
』
敍
傳

而
趙
飛
燕
爲
皇
后
、
伯
途
稱
篤
、
久
之
、
上
出
過
臨
侯
伯
、
伯
惶
恐
、
起

胝
事
、

自
大
將
軍
薨
後
、
富
平
定
陵
侯
張
放
淳
于
長
等
始
愛
幸
、
出
爲
微
行
、
行

則
同
輿
執
轡
、
…
…
後
上
朝
東
宮
、
太
后
泣
日
、
帝
聞
顏
色
痩
黒
、
班
侍

中
本
大
將
軍
所
擧
、
宜
寵
異
之
、
盆
求
其
比
、
以
輔
聖
徳
、
宜
遣
富
平
侯

且
就
國
、
上
日
、
諾
、
車
騎
將
軍
王
昔
聞
之
、
以
風
丞
相
御
史
、
奏
富
平

侯
罪
過
、
上
乃
出
放
爲
邊
都
尉
、
後
復
徴
入
、
太
后
與
上
書
日
、
前
所
道

尚
未
效
、
富
平
侯
反
復
來
、
其
能
默
嚀
、
上
謝
日
、
請
今
奉
詔
、
是
時
許

商
爲
少
府
、
師
丹
爲
光
祿
勳
、
上
於
是
引
商
丹
入
爲
光
祿
大
夫
、
伯
遷
水

衡
都
尉
、
與
兩
師
竝
侍
中
、
皆
秩
中
二
千
石
、
毎
朝
東
宮
、
常
從
、
及
有

大
政
、
倶
使
論
指
於
公
卿
、
上
亦
稍
厭
游
宴
、
復
修
經
書
之
業
、
太
后
甚

悦
、
丞
相
方
進
復
奏
、
富
平
侯
竟
就
國
、
會
伯
病
卒
、
年
三
十
八
、
朝
廷

愍
惜
焉
、

永
始
二
年
丙
午

(前
1
5
)
揚
雄
三
九
歳

王
音
卒
す

◆

『漢
書
』
成
帚
本
紀

三
二

一
頁

春
正
月
己
丑
、
大
司
馬
車
騎
將
軍
王
音
薨
、

■

『漢
書
』
卷
九
十
八

元
后
傳

王
氏
爵
位
日
盛
、
唯
一音
爲
修
整
、
數
諌
正
、
有
忠
節
、
輔
政
八
年
、
薨
、
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弔
如
大
將
軍
、
諡
日
敬
侯
、
子
舜
嗣
侯
、
爲
太
僕
侍
中
、
特
進
成
都
侯
商

代
音
爲
大
司
馬
衞
將
軍
、

永
始
三
年
丁
未

(前
1
4
)
揚
雄
四
〇
戯

甘
泉
泰
時

・
汾
陰
后
土

・
雍
五
時
な
ど
の
祭
り
を
復
活

◆

『漢
書
』
成
帝
本
紀

三
二
一二
頁

冬
十
月
庚
辰
、
皇
太
后
詔
有
司
復
甘
泉
泰
時
汾
陰
后
土
雍
五
時
陳
倉
陳
寳

祠
、
語
在
郊
祠
志
、

永
始
四
年
戊
申

(前
1
3
)
揚
雄
四

一
戯

甘
泉
泰
時

・
汾
陰
后
土
を
行
う

◆

『漢
書
』
成
帚
本
紀

春
正
月
、
行
幸
甘
泉
、
郊
泰
時
、
神
光
降
集
紫
殿
、
大
赦
天
下
、
三
月
、

行
幸
河
東
、
祠
后
土
、

★
揚
雄

「甘
泉
賦
」
「河
東
賦
」

元
延
元
年
己
酉

(前
1
2
)
揚
雄
四
二
歳

元
延
二
年
庚
戌

(前
1
1
)
揚
雄
四
三
歳

甘
泉
泰
時

・
汾
陰
后
土
を
行
う

◆

『漢
書
』
成
帝
紀

春
正
月
、
行
幸
甘
泉
、
郊
泰
時
、

三
月
、
行
幸
河
東
、
祠
后
土
、

冬
、
行
幸
長
楊
宮
、
從
胡
客
大
校
獵
、
宿

葺
宮
、
賜
從
官
、

如
淳
日
、
合
軍
聚
衆
、
有
幡
校
撃
鼓
也
、
周
禮
校
人
掌
王
田
獵
之
馬
、

謂
之
校
獵
、

故

師
古
日
、
如
説
非
也
、
此
校
謂
以
木
自
相
貫
穿
爲
闌
校
耳
、
校
人
職
云
、

六
廐
成
校
、
是
則
以
遮
闌
爲
義
也
、
校
獵
者
、
大
爲
闌
校
以
遮
禽
獸
而
獵

取
也
、
軍
之
幡
旗
雖
有
校
名
、
本
因
部
校
、
此
無
預
也
、

師
古
日
、
董
音
倍
、

★
揚
雄

「長
楊
賦
」

元
延
三
年
辛
亥

(前
1
0
)
揚
雄
四
四
歳

元
延
四
年
壬
子

(前
9
)
揚
雄
四
五
歳

綏
和
元
年
癸
丑

(前
8
)
揚
雄
四
六
歳

綏
和
二
年
甲
寅

(前
7
)
揚
雄
四
七
歳

▽

『漢
書
』
劉
向
傳

劉
向
卒

成
帚
期

★

『漢
書
』
趙
充
國
傳

揚
雄

「趙
充
國
頌
」

★

『漢
書
』
遊
侠
傳

陳
遒
傳

揚
雄

「酒
箴
」

前
漢

哀
帚

劉
欣

王
莽
、
劉
款
を
哀
帝
に
推
擧
、
劉
歌

『七
略
別
録
』
完
成
す

▽

『漢
書
』
劉
傳

哀
帚
初
部
位
、
大
司
馬
王
莽
擧
、
宗
室
有
材
行
、
爲
侍
中
太
中
大
夫
、
遷
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揚 雄 論

騎
都
尉
、
奉
車
光
祿
大
夫
、
貴
幸
、
復
領
五
經
、
卒
父
前
業
、
乃
集
六
藝

羣
書
、
種
別
爲
七
略
、
語
在
藝
文
志
、

班
固
の
砠
父
穉
、
地
方
官
と
な
る
。

◎

『漢
書
』
敍
傳

穉
少
爲
黄
門
郎
中
常
侍
、
方
直
自
守
、
成
帚
季
年
、
立
定
陶
王
爲
太
子
、

數
遣
中
盾
請
間
近
臣
、
穉
獨
不
敢
答
、
哀
帚
帥
位
、
出
穉
爲
西
河
屬
國
都

尉
、
遷
廣
平
相
、

建
平
元
年
乙
卯

(前
6
)
揚
雄
四
八
歳

建
平
二
年
丙
辰

(前
5
)
揚
雄
四
九
歳

太
初
元
將
元
年
丙
辰

(前

5
)
揚
雄
四
九
歳

哀
帚
、
再
受
命
を
試
み
る

◆

『漢
書
』
哀
帚
紀

六
月
、
待
詔
夏
賀
良
等
言
赤
精
子
之
讖
、
漢
家
暦
蓮
中
衰
、
當
再
受
命
、

宜
改
元
易
號
、
(哀
帝
從
之
)

八
月
、
詔
日
、
…
…
朕
過
聽
賀
良
等
言
、
冀
爲
海
内
獲
幅
、
卒
亡
嘉
應
、

皆
違
經
背
古
、
不
合
時
宜
、
…
…
賀
良
等
反
道
惑
衆
、
下
有
司
、
皆
伏
辜
、

建
平
三
年
丁
巳

(前
4
)
揚
雄
五
〇
歳

建
平
四
年
戊
午

(前
3
)
揚
雄
五

一
歳

★

『漢
書
』
匈
奴
傳
下

揚
雄

「上
書
諌
毋
許
朝
單
于
」、

元
壽
元
年
己
未

(前
2
)
揚
雄
五
二
歳

元
壽
二
年
庚
申

(前
1
)
揚
雄
五
三
戯

前
漢

平
帝

劉
衍

▽

『漢
書
』
劉
款
傳

…
…
會
哀
帚
崩
、
王
莽
持
政
、
莽
少
與
敵
倶
爲
黄
門
郎
、
重
之
、
白
太
后
、

太
后
留
歌
爲
右
曹
太
中
大
夫
、
遷
中
壘
校
尉
、
義
和
、
京
兆
尹
、
使
治
明

堂
辟
雍
、
封
紅
林
侯
、
典
儒
林
史
卜
之
官
、
考
定
律
暦
、
著
三
統
暦
譜
、

元
始
元
年
辛
酉

(西
暦
1
)
揚
雄
五
四
歳

元
始
二
年
壬
戌

(西
暦
2
)
揚
雄
五
五
戯

元
始
三
年
癸
亥

(西
暦
3
)
揚
雄
五
六
歳

王
莽
の
娘
、
平
帚
の
皇
后
と
な
る

◆

『漢
書
』
平
帝
紀

春
、
詔
有
司
爲
皇
帚
納
采
安
漢
公
莽
女
、
語
在
莽
傳
、
又
詔
光
禳
大
夫
劉

等
雜
定
婚
禮
、

夏
、
安
漢
公
奏
車
服
制
度
、
吏
民
養
生
、
邊
終
嫁
娶
奴
婢
田
宅
器
械
之
品
、

立
官
稷
及
學
官
、

◎
班
彪
生

元
始
四
年
甲
子

(西
暦
4
)
揚
雄
五
七
歳

王
莽
、
明
堂
建
設
、
風
俗
使
者
を
派
遣

◆

『漢
書
』
平
帝
紀

遣
太
僕
王
憚
等
八
人
置
副
、
假
節
分
行
天
下
、
觀
覽
風
俗
、
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夏
、
安
漢
公
奏
立
明
堂
辟
雍
、

元
始
五
年
乙
丑

(西
暦
5
)
揚
雄
五
八
歳

班
穉
、
瑞
詳
を
報
告
せ
ず
、
王
莽
と
の
關
係
を
離
れ
る

◆

『漢
書
』
平
帚
紀

羲
和
劉

等
四
人
使
治
明
堂
辟
廱
、
令
漢
與
文
王
靈
臺
周
公
作
洛
同
符
、

太
僕
王
憚
等
八
人
使
行
風
俗
、
宣
明
徳
化
、
萬
國
齊
同
、
皆
封
爲
列
公
、

徴
天
下
通
知
逸
經
古
記
天
文
歴
算
鍾
律
小
學
史
篇
方
術
本
草
及
以
五
經
論

語
孝
經
爾
雅
數
授
者
、
在
所
爲
駕

一
封
輅
傳
、
遣
詣
京
師
、
至
者
數
千
人
、

▼

『漢
書
』
王
莽
傳
上

風
俗
使
者
八
人
還
、
言
天
下
風
俗
齊
同
、
詐
作
郡
國
造
歌
謠
、
頌
功
徳
、

凡
三
萬
言
、
莽
奏
定
著
令
、
又
奏
爲
市
無
二
賈
、
官
無
獄
訟
、
邑
無
盜
賊
、

野
無
飢
民
、
道
不
拾
遺
、
男
女
異
路
之
制
、
犯
者
象
刑
、
劉
款
陳
崇
等
十

二
人
皆
以
治
明
堂
、
宣
教
化
、
封
爲
列
公
、

◎

『漢
書
』
敍
傳

王
莽
少
與
穉
兄
弟
同
列
友
善
、
兄
事
旌
而
弟
畜
穉
、
旌
之
卒
也
、
修
總
麻
、

賻
贈
甚
厚
、
平
帚
即
位
、
太
后
臨
朝
、
莽
秉
政
、
方
欲
文
致
太
平
、
使
使

者
分
行
風
俗
、
采
頌
聲
、
而
穉
無
所
上
、
琅
邪
太
守
公
孫
閖
言
災
害
於
公

府
、
大
司
室
甄
豐
遣
屬
馳
至
兩
郡
諷
吏
民
、
而
劾
閖
室
造
不
群
、
穉
絶
嘉

應
、
嫉
害
聖
政
、
皆
不
道
、
太
后
日
、
不
宣
徳
美
、
宜
與
言
災
害
者
異
罰
、

且
後
宮
賢
家
、
我
所
哀
也
、
閖
下
獄
誅
、
穉
懼
、
上
書
陳
恩
謝
罪
、
願
歸

相
印
、
入
補
延
陵
郎
、
太
后
許
焉
、
食
故
祿
終
身
、
由
是
班
氏
不
顯
莽
朝
、

亦
不
罹
咎
、

師
古
日
、
事
旌
如
兄
、
遇
穉
如
弟
。

師
古
日
、
班
健
仔
有
賢
徳
、
故
哀
閔
其
家
、

元
始
中

☆

『漢
垂
日』
藝
文
志

至
元
始
中
、
徴
天
下
逋
小
學
者
以
百
數
、
各
令
記
字
於
庭
中
、
揚
雄
取
有

用
者
以
作
訓
纂
篇
、
順
續
蒼
頡
、
又
易
蒼
頡
中
重
複
之
字
、
凡
八
十
九
章
、

前
漢

孺
子

劉
嬰

居
攝
元
年
丙
寅

(西
暦
6
)
揚
雄
五
九
歳

居
攝
二
年
丁
卯

(西
暦
7
)
揚
雄
六
〇
歳

居
攝
三
年
戊
辰

(西
暦
8
)
揚
雄
六

一
歳

王
莽
、
符
命
を
迎
え
る

▼

『漢
書
』
王
莽
傳
上

是
歳
廣
饒
侯
劉
京
車
騎
將
軍
千
人
扈
雲
大
保
屬
臧
鴻
奏
符
命
、
京
言
齊
郡

新
井
、
雲
言
巴
郡
石
牛
、
鴻
言
扶
風
雍
石
、
莽
皆
迎
受
、

初
始
元
年
戊
辰

(西
暦
8
)
揚
雄
六

一
歳

王
莽
、
符
命
に
よ
っ
て
、
新
を
建
國

▼

『漢
書
』
王
莽
傳
上

梓
潼
人
哀
章
學
問
長
安
、
素
無
行
、
好
爲
大
言
、
見
莽
居
攝
、
即
作
銅
匱
、

爲
兩
檢
、
署
其

一
日
、
天
帝
行
璽
金
匱
圖
、
其

一
署
日
、
赤
帚
行
璽
某
傳

豫
黄
帚
金
策
書
、
某
者
、
高
皇
帚
名
也
、
書
言
王
莽
爲
眞
天
子
、
皇
太
后

如
天
命
、
…
…
戊
辰
、
莽
至
高
廟
拜
受
金
匱
神
擅
、
…
…
下
書
日
、
…
…

皇
天
上
帚
…
…
天
神
明
詔
告
、
屬
予
以
天
下
兆
民
、
赤
帚
漢
氏
高
皇
帚
之
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揚 雄 論

靈
、
承
天
命
、
傳
國
金
策
之
書
、
予
甚
祗
畏
、
敢
不
欽
受
、
以
戊
辰
直
定
、

御
王
冠
、
印
眞
天
子
位
、
定
有
天
下
之
號
日
新
、

師
古
注
、
壇
、
古
禪
字
、
言
有
肺
明
、
使
漢
禪
位
於
莽
也
、

師
古
注
、
屬
、
委
付
也
、

新

王
莽

始
建
國
元
年
己
巳

(西
暦
9
)
揚
雄
六
二
歳

始
建
國
二
年
庚
午

(西
暦
1
0
)
揚
雄
六
三
歳

王
莽
符
命
を
禁
じ
る

▼

『漢
書
』
王
莽
傳
中

是
時
爭
爲
符
命
封
侯
、
其
不
爲
者
相
戲
日
、
獨
無
天
帚
除
書
乎
、
司
命
陳

崇
等
白
莽
日
、
此
開
姦
臣
作
福
之
路
而
亂
天
命
、
宜
絶
其
原
、
莽
亦
厭
之
、

逑
使
尚
書
大
夫
趙
竝
驗
治
、
非
五
威
將
率
所
班
、
皆
下
獄
、

始
建
國
三
年
辛
未

(西
暦

1
1
)
揚
雄
六
四
歳

揚
雄

劉
蘖
の
疑
獄
に
連
座
、
天
祿
閣
よ
り
投
身

▼

『漢
書
』
王
莽
傳
中

初
、
甄
豐
劉
敵
王
舜
爲
莽
腹
心
、
倡
導
在
位
、
褒
揚
攻
徳
、
…
…
而
疏
遠

欲
進
者
、
竝
作
符
命
、
莽
途
據
以
即
眞
、
舜

内
懼
而
已
、
豐
素
剛
強
、

莽
覺
其
不
読
、
…
…
時

(甄
豐
)
子
尋
…
…
部
作
符
命
、
言
新
室
當
分
陝
、

立
二
伯
、
以
豐
爲
右
伯
、
太
傅
平
晏
爲
左
伯
、
如
周
召
故
事
、
莽
即
從
之
、

拜
豐
爲
右
伯
、
當
述
職
西
出
、
未
行
、
尋
復
作
符
命
、
言
故
漢
氏
平
帚
后

黄
皇
室
主
爲
尋
之
妻
、
莽
以
詐
立
、
心
疑
大
臣
怨
謗
、
欲
震
威
以
懼
下
、

因
是
發
怒
日
、
黄
皇
室
主
天
下
母
、
此
何
謂
也
、
收
捕
尋
、
尋
亡
、
豐
自

殺
、
尋
隨
方
士
入
華
山
、
歳
餘
捕
得
、
辭
連
國
師
公
敵
子
…
…
粢
、
蘂
弟

…
…
泳
、
大
司
室

(王
)
邑
弟
奇
、
及
歌
門
人
…
…
丁
隆
等
、
牽
引
公
卿

黨
親
公
列
以
下
、
死
者
數
百
人
、

◇

『漢
書
』
揚
雄
傳
下

傳
贊

王
莽
時
、
劉
歌
甄
豐
皆
爲
上
公
、
莽
既
符
命
自
立
、
即
位
之
後
欲
絶
其
原

以
禪
前
事
、
而
豐
子
尋
歌
子
蘖
復
獻
之
、
莽
誅
豐
父
子
、
投
蘂
四
裔
、
辭

所
連
及
、
便
收
不
請
、
時
雄
校
書
天
祿
閣
上
、
治
獄
使
者
來
、
欲
收
雄
、

雄
恐
不
能
自
免
、
乃
從
閣
上
自
投
下
、
幾
死
、
莽
聞
之
日
、
雄
素
不
與
事
、

何
故
在
此
、
問
請
問
其
故
、
乃
劉
粢
嘗
從
雄
學
作
奇
字
、
雄
不
知
情
、
有

詔
勿
問
、
然
京
師
爲
之
語
日
、
惟
寂
莫
、
自
投
閣
、
爰
清
靜
、
作
符
命
、

始
建
國
四
年
壬
申

(西
暦
1
2
)
揚
雄
六
五
歳

始
建
國
五
年
癸
酉

(西
暦
1
3
)
揚
雄
六
六
歳

★

『漢
書
』
元
后
傳

「元
后
誄
」

天
鳳
元
年
甲
戌

(西
暦
1
4
)
揚
雄
六
七
歳

天
鳳
二
年
乙
亥

(西
暦
1
5
)
揚
雄
六
八
歳

天
鳳
三
年
丙
子

(西
暦
1
6
)
揚
雄
六
九
戯

天
鳳
四
年
丁
丑

(西
暦
1
7
)
揚
雄
七
〇
歳

天
鳳
五
年
戊
寅

(西
暦
1
8
)
揚
雄
七

一
歳

揚
雄
卒
す

★
こ
の
年
ま
で
に

揚
雄

「劇
秦
美
新
」

◇

『漢
書
』
揚
雄
傳

傳
贊
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(揚
雄
)
年
七

一
、
卒
。

天
鳳
六
年
己
卯

(西
暦
1
9
)

地
皇
元
年
庚
辰

(西
暦
2
0
)

地
皇
二
年
辛
巳

(西
暦
2
1
)

地
皇
三
年
壬
午

(西
暦
2
2
)

地
皇
四
年
癸
未

(西
暦
2
3
)

新
滅
ぶ
、
班
彪
二
十
歳

◎

『漢
書
』
序
傳
上

叔
皮
唯
聖
人
之
道
然
後
盡
心
焉
、
年
二
十
、
遭
王
莽
敗
、
世
砠
印
位
於
冀

州
、
…
…
乃
著
王
命
論
以
救
時
難
、
其
辭
日
、
…
…

後
漢

光
武
帚

劉
秀

建
武
元
年
乙
酉

(西
暦
2
5
)

建
武
二
年
丙
戌

(西
暦
2
6
)

建
武
三
年
丁
亥

(西
暦
2
7
)

王
充
生
ま
れ
る

※

『論
衡
』
自
紀
篇

王
充
生

建
武
四
年
戊
子

(西
暦
2
8
)

建
武
五
年
己
丑

(西
暦
2
9
)

建
武
六
年
庚
寅

(西
暦
3
0
)

建
武
七
年
辛
卯

(西
暦
3
1
)

建
武
八
年
壬
辰

(西
暦
3
2
)

◎
班
固
生

建
武
九
年
癸
巳

(西
暦
3
3
)

建
武
十
年
甲
午

(西
暦
3
4
)

建
武
十

一
年
乙
未

(西
暦
3
5
)

建
武
十
二
年
丙
申

(西
暦
3
6
)

建
武
十
三
年
丁
酉

(西
暦
3
7
)

建
武
十
四
年
戊
戌

(西
暦
3
8
)

建
武
十
五
年
己
亥

(西
暦
3
9
)

建
武
十
六
年
庚
子

(西
暦
4
0
)

建
武
十
七
年
辛
丑

(西
暦
4
1
)

建
武
十
八
年
壬
寅

(西
暦
4
2
)

建
武
十
九
年
癸
卯

(西
暦
4
3
)

建
武
二
〇
年
甲
辰

(西
暦
4
4
)

建
武
二
一
年
乙
巳

(西
暦
4
5
)

建
武
二
二
年
丙
午

(西
暦
4
6
)

建
武
二
三
年
丁
未

(西
暦
4
7
)

建
武
二
四
年
戊
申

(西
暦
4
8
)

建
武
二
五
年
己
酉

(西
暦
4
9
)

建
武
二
六
年
庚
戌

(西
暦
5
0
)

建
武
二
七
年
辛
亥

(西
暦
5
1
)

建
武
二
八
年
壬
子

(西
暦
5
2
)

建
武
二
九
年
癸
丑

(西
暦
5
3
)
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揚 雄 論

建
武
三
〇
年
甲
寅

(西
暦
5
4
)

王
充

都
で
班
彪
に
師
事

※

『後
漢
書
』

王
充
傳

後
到
京
師
、
受
業
太
學
、
師
事
扶
風
班
彪
、

班
彪
卒
す

班
固
二
十
三
歳
、
班
彪
の

『漢
書
』
完
成
に
着
手

◎

『後
漢
書
』
班
彪
傳
上

(班
彪
)
年
五
二
、
卒
官
、
所
著
賦
論
書
記
奏
事
合
九
篇

◎
漢
書
敍
傳

有
子
日
固
、
弱
冦
而
孤
、
作
幽
通
之
賦
、
以
致
命
遂
志
、
其
辭
日
、
…
…

師
古
注
、
謂
年
二
十
也
、

(班
固

二
三
歳
)

◎

『後
漢
書
』

班
彪
傳
上

附

班
固
傳

父
彪
卒
、
歸
郷
里
、
固
以
彪
所
續
前
史
未
詳
、
乃
潛
精
研
思
、
欲
就
其
業

建
武

三

一
年

乙
卯

(西
暦

5

5
)

中
元
元
年
丙
辰

(西
暦
5
6
)

中
元
二
年
丁
巳

(西
暦
5
7
)

後
漢

明
帚

劉
莊

永
平
元
年
戊
午

(西
暦
5
8
)

永
平
二
年
己
未

(西
暦
5
9
)

王
充
故
郷
に
歸
り

『論
衡
』
に
着
手

※

『後
漢
書
』

王
充
傳

後
歸
郷
里
、
屏
居
教
授
、
…
…
著
論
衡
八
十
五
篇
、
二
十
餘
萬
言

※

『論
衡
』
自
紀
篇

傷
僞
書
俗
文
多
不
實
誠
、
故
爲
論
衡
之
書

(王
充
三
三
歳
)

永
平
三
年
庚
申

(西
暦
6
0
)

永
平
四
年
辛
酉

(西
暦
6
1
)

永
平
五
年
壬
戌

(西
暦
6
2
)

永
平
六
年
癸
亥

(西
暦
6
3
)

永
平
七
年
甲
子

(西
暦
6
4
)

永
平
八
年
乙
丑

(西
暦
6
5
)

永
平
九
年
丙
寅

(西
暦
6
6
)

永
平

一
〇
年
丁
卯

(西
暦
6
7
)

永
平

一
一
年
戊
辰

(西
暦
6
8
)

永
平

一
二
年
己
巳

(西
暦
6
9
)

永
平

=
二
年
庚
午

(西
暦
7
0
)

永
平

一
四
年
辛
未

(西
暦
7
1
)

永
平

一
五
年
壬
申

(西
暦
7
2
)

永
平

一
六
年
癸
酉

(西
暦
7
3
)

永
平

一
七
年
甲
戌

(西
暦
7
4
)

永
平

一
八
年
乙
亥

(西
暦
7
5
)

永
平
中
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班
固

『漢
書
』
作
成
を
誣
告
さ
れ
る
も
帚
の
許
し
を
得
る

◎

『後
漢
書
』

班
固
傳

既
而
有
人
上
書
顯
宗
、
告
固
私
改
作
國
史
者
、
有
詔
下
郡
、
收
固
繋
京
兆

獄
、
盡
取
其
家
書
、
…
…
固
弟
超
固
爲
郡
所
覈
考
、
不
能
自
明
、
乃
馳
詣

闕
上
書
、
得
召
見
、
具
言
固
所
著
述
意
、
而
郡
亦
上
其
書
、
顯
宗
甚
奇
之
、

召
詣
校
書
郎
、
除
蘭
臺
令
史
、
…
…
遷
爲
郎
、
曲
ハ校
祕
書
、
:
:
.・帚
乃
復

使
終
成
前
所
著
書
、
…
…
固
自
永
平
中
始
儒
詔
潛
精
積
思
二
十
餘
年
、
至

建
初
中
乃
成
、
當
世
甚
重
其
書
、
學
者
莫
不
諷
誦
焉
、

◇

『漢
書
』
揚
雄
傳

傳
贊

自
雄
之
沒
至
今
四
十
餘
年
、
其
法
言
大
行
、
而
玄
終
不
顯
、
然
篇
籍
具
存
、

後
漢

章
帝
劉
妲

班
固
、
文
人

・
學
者
と
し
て
は
重
ん
じ
ら
れ
る
も
、
官
と
し
て
は
不
遇

◎

『後
漢
書
』

班
固
傳

及
肅
宗
雅
好
文
章
、
固
愈
得
幸
、
數
入
讀
書
禁
中
、
或
連
日
連
夜
、
毎
行

巡
狩
、
輒
上
賦
頌
、
朝
廷
有
大
議
、
使
難
問
公
卿
、
辨
論
於
前
、
賞
賜
恩

寵
甚
渥
、
固
自
以
二
世
才
述
、
位
不
過
郎
、
感
東
方
朔
揚
雄
自
論
、
以
不

遇
蘇
張
范
蔡
之
時
、
作
賓
戲
以
自
逋
焉
、

◎
漢
書

敍
傳

永
平
中
爲
郎
、
典
校
祕
書
、
專
篤
志
於
博
學
、
以
著
述
爲
業
、
或
譏
以
無

功
、
又
感
東
方
朔
揚
雄
目
論
以
不
遭
蘇
張
范
蔡
之
時
、
曾
不
折
之
以
正
道
、

明
君
子
之
所
守
、
故
聊
復
應
焉
、
其
辭
日
、
…
…

(答
賓
戲
)

◎

『後
漢
書
』

班
固
傳

固
又
作
典
引
篇
、
述
敍
漢
徳
、
以
爲
相
如
封
禪
、
靡
而
不
典
、
揚
雄
美
新
、

典
而
不
實
、
蓋
自
謂
得
其
致
焉
、

建
初
元
年
丙
子

(西
暦
7
6
)

建
初
二
年
丁
丑

(西
暦
7
7
)

建
初
三
年
戊
寅

(西
暦
7
8
)

建
初
四
年
己
卯

(西
暦
7
9
)

建
初
五
年
庚
辰

(西
暦
8
0
)

建
初
六
年
辛
巳

(西
暦
8
1
)

建
初
七
年
壬
午

(西
暦
8
2
)

建
初
八
年
癸
未

(西
暦
8
3
)

建
初
中

『漢
書
』
ほ
ぼ
成
る

◎

『後
漢
書
』

班
固
傳

固
自
永
平
中
始
儒
詔
濳
精
積
思
二
十
餘
年
、
至
建
初
中
乃
成
、
當
世
甚
重

其
書
、
學
者
莫
不
諷
誦
焉
、

元
和
元
年
甲
申

(西
暦
8
4
)

元
和
二
年
乙
酉

(西
暦
8
5
)

元
和
三
年
丙
戌

(西
暦
8
6
)

章
和
元
年
丁
亥

(西
暦
8
7
)

章
和
二
年
戊
子

(西
暦
8
8
)

王
充
、
召
さ
れ
る
も
就
か
ず

※

『論
衡
』
自
紀
篇
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罷
州
家
居

※

『後
漢
書
』

王
充
傳

自
免
還
家
、
…
友
人
同
郡
謝
夷
吾
上
書
薦
充
才
學
、
肅
宗
特
詔
公
車
徴
、

病
不
行
、

(王
充
六
二
歳
)

王
充
卒
す

※

『後
漢
書
』

王
充
傳

永
元
中
、
病
卒
于
家
、

後
漢

和
帝

劉
肇

永
元
元
年
己
丑

(西
暦
8
9
)

永
元
二
年
庚
寅

(西
暦
9
0
)

永
元
三
年
辛
卯

(西
暦
9
1
)

永
元
四
年
壬
辰

(西
暦
9
2
)

班
固
獄
死

妹
班
昭

『漢
書
』
を
完
成

◎

『後
漢
書
』

班
固
傳

永
元
初
、
大
將
軍
竇
憲
出
征
匈
奴
、
以
固
爲
中
護
軍
、
與
參
議
、
…
…
及

竇
憲
敗
、
固
先
坐
免
官
、
固
不
教
學
諸
子
、
諸
子
多
不
遒
法
度
、
吏
人
苦

之
、
初
、
洛
陽
令
、
狆
兢
嘗
行
、
固
奴
于
其
車
騎
、
吏
椎
呼
之
、
奴
醉
罵
、

兢
大
怒
、
畏
憲
不
敢
發
、
心
銜
之
、
及
竇
氏
賓
客
皆
逮
考
、
兢
因
之
捕
縛

固
、
途
死
獄
中
、
時
年
六
十

一
、

◎

『後
漢
書
』

列
女
傳

班
昭
傳

扶
風
曹
世
叔
妻
、
同
郡
班
彪
之
女
也
、
名
昭
、
字
惠
班
、

一
名
姫
、
博
學

高
才
、
…
…
兄
固
著
漢
書
、
其
八
表
及
天
文
志
未
及
竟
而
卒
、
和
帚
詔
昭

就
東
觀
臧
書
閣
踵
而
成
之
、

永
元
中
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の
主
な
作
品
と
年

代

(類
書
所
引
の
節
録
は
適
宜
記
す
)

*
"
題
名

の
み
見
え
る
も

の

▲

11
節
録

時

代

七
略
等

自

序

漢
書
本
傳

漢

書

文

選

北
堂
書鈔

藝
文
類
聚

李
善
注

初
學
記

古
文
苑

太
平御

覽

漢

反離

騷

反
離
騒

▲
反
騷

▲
反
騒

成帚

*

廣
騒

卷
五
六

卷
六

廣
騒

卷
二
六

陽
明年

聞

劉向

典
校

胖牢

愁

*

眸牢

愁

經
書、

分
爲

惜
誦

*

惜
誦

十
六
卷

渉
江
2

離
騒
敍

哀
郢
?

油
思
p

懷
沙

*

懷
沙

揚
雄
賦

甘
泉
賦

甘
泉
賦

甘
泉
賦

▲
甘
泉
賦

四
篇

卷
二
、

三

九

藝
文
志

河
東
賦

河
東
賦

▲
皐
河
東

詩
賦略

卷
三
九

奏
羽
獵
賦

羽
獵
賦

羽
獵
賦

羽
獵
賦

▲
羽
獵賦

除
爲
郎、

給

卷
六
六

事
黄
門

傳
贊

長
楊
賦

長
楊
賦

長
楊
賦

▲
長
楊賦

卷
二
二

趙
充
國
頌

趙
充
國
頌

▲
趙
充
國
頌

入
揚
雄
賦

(
黄
門
郎)

卷
五
九

八
篇藝

文
志

趙
充
國
傳

詩
賦
略

▲
酒
箴
p

▲
酒
賦

▲
酒
賦

▲
酒
賦

▲
酒
賦序

(
黄門

郎)

卷
一

四
八

卷
七
二

卷
二
六

卷
八
九

游侠

傳
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陳
遒
傳

哀
帚

上
書諌

勿
許

建
平
四
年

單
于
朝

(
黄
門
郎)

匈奴

傳
下

解嘲

解嘲

解嘲

▲
解
嘲

入
揚
雄

太玄

序

太玄

序

卷
二
五

藝
文
志

太玄

り・

*

太
玄

儒家

類

解難

解難

▲
解
難

▲
解
難

卷
一

七

平
帝

藝
文
志

*

訓
纂
篇

元
始
五
年
以

小
學
類

藝
文
志

降

◎

新

▲
元
后
誄

▲
元
后
誄

元
后
誄

建
國
五
年

(
大
夫)

卷
一

五

元
后
傳

入
揚
雄

法
言
序
目

法
言
序
目

藝
文
志

*

法
言
p

法言

儒
家
類

劇
秦
美
新

▲
劇
秦
美新

▲
劇
秦
美
新

(
中
散
大
夫)

卷
一

〇

論

卷
二
一

不
明

▲
蜀
都
賦

▲
蜀
都
賦

蜀
都
賦

卷
六
一

▲
覈
靈
賦

▲
覈
靈
賦

卷
一

太
玄
賦

▲
逐
貧
賦

▲
逐
貧
賦

逐
貧
賦

▲
逐
貧
賦

卷
三
五

卷
一

八

卷
四
八
五

*
こ
の
表

で
は
、
箴
、
連
珠
、
『
琴
清
英
』
「
答
劉
歌
書
」
及
び

『蜀
王
本
紀
』
等
は
除
く
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